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序

鈴鹿や布引の山々を越え、大小の河川を渡り、大勢の人々が伊勢へ伊勢へと

やって来た時代がありました。当時の人逹が通った街道は、あるものは今なお

県内の動脈として存在し、あるものは「バイパス」にその働きをゆずって地域

の生活道路として今に至っています。往時の伊勢に至るいわばメーンストリー

トとでもいうべき「伊勢街道」は、国道23号として位置を変え現在も三重県の

主要幹線となっています。

現在の国道23号も交通量増加に伴い、新たに中勢バイパス建設が計画されま

した。今回報告する六大B遺跡 (A地区）は、この中勢バイパスの一貰である

一般国道23号中勢道路建設に先立って調査されたものです。六大B遺跡は、志

登茂川の一支流である毛無川北岸の段丘上に広がる弥生時代中期から近世に至

る複合遺跡です。中でも A地区は東海道• 関宿と伊勢街道・津を結ぶ伊勢別街

道・窪田宿の一画にあたり、近世を中心とした遺構・遺物が見つかりました。

近世宿場の調査としては県内でも数少ない例であり、大変貴重な調査です。

調査を終えたところにはすでに新しい道路が開通し地域活動の新しい動脈と

なりつつあります。そのいわば代償として発掘された遺跡の膨大な記録を整理

し報告書として世に公開していくことが、私どもに課せられた重大な責務であ

ると考えております。本報告書が地域の歴史を解明する一助となることを念顧

するところであります。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただきました関係諸機関およ

び地元の皆様に心からお礼申し上げるとともに、今後とも県民の皆様の文化財

保護への一層の御理解と御協力をお顧い申し上げる次第です。

平成11年2月

三重県埋蔵文化財センター

所長 大井典生



例 言

1. 本書は、三璽県津市大里窪田町字出口に所在する六大B遺跡 (A地区）の発掘調査報告書である。六大B遺

跡にはA~I地区があるが、時期的に他地区と性格を異にするA地区のみここに報告する。

2. 調杏は、三甫県教育委員会が建設省中部地方建設局の委託を受け、昭和63年に範囲確認調査（試掘調査）を

平成5年 8月から平成6年8月にかけてA地区の本調査を実施した。また、整理・報告書作成業務を平成8年

度から10年度に実施した。調査にかかる費用は、建設省中部地方建設局の全額負担による。

3. 調杏は下記の体制で行った。

・調杏主体 ご菫県教育委員会

・調査担当 同事務局文化課（昭和63年度）

三菫県埋蔵文化財センター 調杏第二課第三係（平成元年度以降）

津市教育委員会

鈴鹿市教育委員会

社団法人中部建設協会

・調査協力

・現場作業

4. 六大 B 遺跡A地区の現地調査は、平成 5 年度に中村光司• 本堂弘之が、平成 6 年度に本堂弘之• 山本義浩が
担当した。

5. 本書作成にかかる報文執筆は、中村・山本の協力を得て本堂が行った。

6. 室内整理については、市川嘉子・一木八千代・小坂規芙子・太田浩子・伊藤友子・脇葉輝美・森川絹代・鈴
木 妙・黒川敬子・蒔田やよい• 新田智子の協力を得た。また、調査補助員として、藤田有紀・川崎志乃・杉
簸淳子・田中美穂か現地調査および整理作業に携わった。

7. 発掘調査ならびに整理・報告書作成にあたっては、下記の方々に御指導・御教示を賜った。記して感謝の意
を表したい。（順不同・敬称略）

青木哲哉（立命館大学） ・浅生悦生（津市立豊が丘小学校） ・磯部 克（県立松阪高等学校） •井上喜久男
（愛知県陶磁資料館） •岡田 登（皇學館大學）・萱室康光（津市教育委員会）・小林 秀（三重県史編さ

ん室）・八賀 晋（三軍大学名誉教授）•藤澤良祐（財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター）

8. 本書所収遺跡については、既に『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報』 I(三菫県教育委員会
1989)、『同」 VI(三菫県埋蔵文化財センター 1994)、『同』 VII(同 1995)、『中勢道路調査ニュース』

No. 2・21・23 にその調査途中の概要を報告しているが、本書をもって正式報告とする。

9. 本書に用いた地図および遺構実測図は、国士調査法の第VI座標系を基準とし、方位の表示は座標北を示す。

当該遺跡では磁北はN6°40'W座標北から振れている。（平成7年度）

10. 本書で報告した記録および出土遺物は、三甫県埋蔵文化財センターにおいて管理・保管している。

11. 本書に用いた遺構表示略記号は、下記の通りである。なお、遺構の名称・番号は、調杏時点および調査途中
の概報での呼称を踏襲せずに、新たに改称したものである。

SB 
p 

建物

柱穴・小穴

SD 

sz 
溝・自然流路 SE 井戸

近世埋甕• その他の遺構

SK 土坑 SP 水溜・水槽

12. 本書では、遺物番号の後にアルファベット 1文字を付けてその遺物の種類を示す場合がある。凡例は下記の

通りである。なお、山茶椀・瓦質製品は、土器・土製品に、妬器（焼き締め陶）は陶器に含め、一覧表の備考

等にその旨記した。

E: 土器・土製品

L: 漆器

C: 陶器

S: 石製品

P: 磁器

M: 金属製品

W: 木製品

0: その他

13. 「わん」の文字については、山茶椀には「椀」を、陶器製碗、磁器製碗には「碗」を用いた。

14. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。
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1 . 調査の契機

中勢バイパスは、三甫県鈴鹿市玉垣町から同一志

郡三雲町小津に至る延長33.8kmの一般国道23号のバ

イパスで、昭和58年4月15日に都市計画決定された。

このバイパスは、中勢地域の道路網を充実させると

ともに総合的な地方交通体系の確立を図るために計

画され、現国道23号の交通緩和とバイパス固辺の適

切な土地利用の誘導を図り、地方経済発展に寄与す

るものである。

この道路計画地内にかかる埋蔵文化財発掘調杏に

ついては、昭和57年に建設省から事業地内の埋蔵文

化財の有無の照会を受けた（昭和57年 1月18日付け

建部三第70号）。昭和58年度に三甫県教育委員会が

主体となり、関係市町村の協力を得て、計画路線内

の分布調査を行った。昭和59年に建設省にその結果

を回答するとともに（昭和59年5月23日付け教文第

67号）、建設省中部地方建設局三甫工事事務所、県

道路建設課と今後の取扱いについて協議を甫ねた。

中勢バイパスのうち津市大里窪田町（主要地方道

津関線）から同市大字神戸（都市計画道雲出野田線）

までの7.2km区間が中勢道路として昭和59年 4月

1日に事業採択された。この区間に所在する埋蔵文

化財は、遺跡数18件、遺跡面積（路線内面積）約

115,000 m2 (いずれも平成3年現地確認調責時）であ

る。これらの埋蔵文化財の取扱いについては、建設省

中部地方建設局三甫工事事務所と三甫県教育委員会

文化課との間で協議し、保存困難な部分については事

前の発掘調査を実施し、記録保存を図ることとした。

事菓の実施にあたっては、作業員の安仝確保と発

掘調杏の適正かつ円滑な推進を期して、現地作菓を

建設省中部地方建設局が社団法人中部建設協会に委

託した。これを受けて、建設省中部地方建設局と三

菫県及び社団法人中部建設協会の三者で、昭和63年

4月8日付けで「埋蔵文化財発掘調査協定書」を締

結し、事前の発掘調査を実施していくことになっ

た。その後事業計画の進展に合わせて、平成3年10

口

月31日付けで、建設省中部地方建設局・三菫県・中

部建設協会の三者で「変更協定書（第 1回）」を、

平成5年9月7日付けで「変更協定書（第 2回）」

を締結し、調杏計画と道路建設事菓との調整を図っ

た。

2 . 調蒼の体制

調査主体は三重県教育委員会で、調査担当は昭和

63年度は三甫県教育委員会文化課、平成元年度から

は、県教育委員会規則により設置された三重県埋蔵

文化財センターである。調査にあたっては、「県教

育委員会・市町村教育委員会職員人事交流実施要綱」

に基づく協定を締結して、津市教育委員会から（昭

和63年度～）と鈴鹿市教育委員会から（平成7年度

～平成9年度）派遣戦員を得ている。

本書に所収した六大B遺跡 (A地区）については、

昭和63年度と平成4年度に範囲確認調杏を、平成5

,.._, 6年度に本調査を実施した。また、平成8,.._, 9年

度に報告書作成業務を行い、平成10年度に報告書を

刊行した。その体制は以下のとおりである。

〔昭和63年度〕

文化財第二係長伊藤久嗣

主杏 吉水康夫

主事 増田安生

主事 浅生悦生

（津市教育委員会から派遣）

臨時調査員 和気清章・油田秀紀

調査協力者宮澤織江・新井ゆう子・森貴子

谷口裕美・園田純子・陰山誠一

粂敏明・若松剛・川辺光則

下井則幸・奥山テルヨ・畑ひろ了

〔平成4年度〕

調査第二課長新田洋

主査兼第三係長駒田利治

主事本堂弘之・小菅文裕

技師穂積裕昌

主事山口格・中村光司

（津市教育委員会から派遣）

ー



〔平成5年度〕

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主杏兼第三係長 倉田直純

主事 清水正明・本堂弘之・小菅文裕

技師穂積裕昌

主事山口格・中村光司

（津市教育委員会から派遣）

〔平成6年度〕

主幹兼調査第二課長 伊藤克幸

主査兼第三係長河北秀実

主事本堂弘之・山本義浩・中川 明

技師穂積裕昌

主事宮田勝功・中村光司

（津市教育委員会から派遣）

〔平成8年度〕

主幹兼調杏第二課長山田猛

第三係長本堂弘之

主事宮田勝功・山本義浩

技師水橋公恵

主事池端清行・米山浩之

（津市教育委員会から派遣）

主事 筒井昭仁（鈴鹿市教育委員会から派遣）

〔平成9年度〕

主幹兼調査第＿ご課長山田猛

主査兼第二係長本堂弘之

主事宮田勝功

技師 西村美幸・水橋公恵

t事池端清行・米山浩之

（津市教育委員会から派遣）

主事 筒井昭仁（鈴鹿市教育委員会から派遣）

〔平成10年度〕

主幹兼調査第二課長吉水康夫

主査兼第三係長 本堂弘之

主事宮田勝功

技師西村芙幸

主事村木一弥•山口格

（津市教育委員会から派遣）

3 . 調壺経過

六大B遺跡の範囲確認調査は、昭和63年5月25日

,...._, 7月6日に、 4X4mの試掘坑31カ所を設定して

~2~ 

実施した。溝・柱穴• 土坑・住居跡等を検出、土師

器・須恵器・山茶椀等が出土した。この時点で、古

墳時代後期～中世の複合遺跡であると考え、 24,600

面を本調査対象とした。

これを受けて、平成2年度にB""G地区の本調査

を、 3年度にH地区の本調査と B""F地区の補完調

査を実施した。平成4年度には本線と虹交する地下

道建設の計画が明らかになったためその部分を I地

区として発掘調査するとともに、家屋移転に伴い県

道沿いのA地区について試掘調査（試掘坑2カ所）

を実施した。平成5年度と 6年度にはA地区の本調

杏を実施した。

A地区の本調杏は、平成5年8月17日に東約2/3

について開始した。近世の街道に接した地区であっ

たので、室町末～江戸時代の遺構・遺物の出土も期

待された。折り重なる遺構の検討や多量の陶磁器類

の整理に時間をかけながら、 11月16日に航空測量を

実施した。 20日には現地説明会を開催し、あいにく

の雨天にもかかわらず 110名の参加を得た。その後

井戸の断ち割りなどの補足調杏をし、 12月16日に調

査を終了した。残りの西側約1/3については、家

屋の取り壊しを待って、平成6年6月21日に調査を

開始した。大きな攪乱士坑があったものの遺物量は

比較的多かった。 8月8日に航窄測量を実施し、調

査を終了した。

調査期間 調査面積 担当者 備 考

S 63.5.25 範囲確認調査
496 rrf 

,.._,7_6 （遺跡全体）

28 小菅文裕 範囲確認調査
H5.2.3 

グリッド2ヵ所 (A地区のみ）

HS.8.17 中村光司
1,270 

本堂弘之,......,12.16 

H6.6.21 本堂弘之
670 

,..._,g_g 山本義浩

第 1表六大B遺跡 (A地区）調査経過



4. 調査の方法

(1) 地区設定

a. 調査区割り

六大B遺跡は道路予定地の調査であるため調杏区

は幅40,.._,70mに対し長さ 800mと長大である。この

ため、全体を一時に調査することはできないので道

路や畦畔、水路でもって調杏区を便宜上いくつかに

分けている。これをここでは仮に調査区割りと呼ぶ。

六大B遺跡では本線部分の調杏区を北から南へA,.._,

Hの8つに分け、本線に直交する地下道部分の調査

区を I地区とした。（地下道部分の調査区は4つに

分かれるため 1,.._, 4の枝番をつけている）

この調査区割りのアルファベットは遺跡名の後に

記述し、例えば「六大B遺跡A地区」などとなる。

（「地区」は省略されることがある）

b. 大地区割り・小地区割り

発掘調杏にあたっては、調査区全体に縦・横各4

m単位のメッシュをかけ、アルファベットと算用数

字を用いて個別のグリッドを表す「地区設定」が行

われている。しかし、調査区が広くなるとアルファ

べソトに限界があったり、算用数字の桁数が多くな

ったりするなどの欠点があった。六大B遺跡の調査

に先立ってこの点が考慮され、 4mメッシュ（小地

区割り）の上に100mメッシュ（大地区割り）を設

定することでこの欠点を回避している。

この大地区割り・小地区割りは国土法による国士座

標によって行われている。六大B遺跡においてはX=

-137,000,....., X = -137,600間を100m単位で 6等分

し、 Y=45,400,...._, Y =45,700間を100m単位で3等分

して18区画を大地区割りとした。各グリッドにはア

ルファベソト (A,.....,R)をあてて大地区名とする。

第 1図 六大B遺跡大地区割り設定(R-R)、調査区割り (A-1) (1 :5,000) 
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第2図六大B遺跡A地区小地区割り

（⑥ ・ c ・ ⑥ ・R は大地区名） (1 : 800) 

また、大地区の各グリッドを縦横各4m単位で25等

分して小地区割りとし、北から南ヘアルファベット

(A,_,Y)を、西から東へ算用数字 (1"-'25) をあ

ててアルファベットと算用数字を組み合わせて小地

区名とする。地区名は、大地区名ー小地区名の順に

表記し、例えば第 2図の X印の地区は「B-R25」

となる。なお、「B-R25」は六大B遺跡の調査区

全体を通して 1カ所である。

この方法で大地区割り・小地区割りを設定して調

査された調査された遺跡は、中勢道路埋蔵文化財発

掘調査では、六大B遺跡の他に下記の遺跡がある。

大古曽遺跡（平成3年度.5年度調査）

橋垣内遺跡の内平成4年度.5年度調査地区

（大古曽遺跡A地区として調杏）

稲生遺跡（平成4年度調杏）

南谷遺跡（ II ヽ
j

六大A遺跡（平成6年度,...._,8年度調査）

蔵田遺跡（平成6年度,...._,8年度調査、一部未調査）

太田遺跡は、国土座標に沿った小地区割りを行って

いるが、大地区割りは行っていない。

宮ノ前遺跡A地区、位田遺跡、及び安濃川以南の

10工区の各遺跡（替田遺跡・弐ノ坪遺跡・里前遺跡

・梁瀬遺跡）は中勢バイパスのセンター杭を用いた

小地区割りを行っている。大地区割りはない。

(2) 図面・写真

個別遺構の実測は、平面図・断面図・士層断面図

について必要に応じて行った。縮尺は1/20または

1/10である。調査区全体の測量は空中写真測量に

より 1/50と1/100の図面を作成した。 このうち

1/100の図面は平成6年度調杏後に平成5年度調杏

区を接合して作成している。

航空測鼠図面を除く図面には、 5年度.6年度通

して 3桁のナンバーを付け、別に図面一覧表を作成

して管理している。

写真は、モノクロネガとカラーリバーサルフィル

ムを使用し35mmとブローニーで撮影している。適宜

35mmカラーネガも併用した。

写真は各カットごとに一覧表を作成してアルバム

とともに保管している。

(3) 遺物整理

土器等の出土遺物は、洗浄・注記されたあと、実

測すべき遺物とそうでない遺物とに選別される。実

測されない遺物は、遺構ごとに袋詰めされてコンテ

ナにつめられて収蔵される。コンテナには箱番号が

ふってあり別に一覧表を作成する。

実測された遺物は、実測図と照合できるよう遺物

と図面の両方に 3桁+2桁、計5桁のナンバー（例

001-01登録番号と呼ばれる）がふられる。さらに

報告書に掲載された遺物には、報告書の図と照合で

きるよう報告書の図と同じ番号（図版番号）が与え

られる。

遺物収蔵時の整理は図版番号順にコンテナに詰め

られる。コンテナには箱番号と中に人っている遺物

の図版番号が表ボされ、箱番号順に収蔵される。あ

わせて一覧表が作成され、報告書非掲載の一覧表と

ともに保管される。

橋垣内遺跡の平成元年度""3年度調査区 (A地区・

B-1 地区• B -2地区として調杏） ・山籠遺跡・

-4-



II. 位置と環境

1 . 地理的環境

六大B遺跡は、三甫県津市大里窪田町字出口•竹

花・榎垣内・石前に所在する。この内A地区は字出

口にあたる。

調杏地区名 字名

A·B•I-2 地区の一部 出てぐ口ち

B の一部・ C•I-1•2 地区 竹たけば花な

D·E• Fの一部・ I-3地区 榎えの垣きがい内と

F•G•H•I-3 の一部・ I -4地区 石こく支削2 

第 2表調査地区と字名

第3図六大B遺跡周辺地形図 (1 : 5,000) 

-5-

安芸郡芸濃町椋本付近から津市鳥居町にいたる安

濃川と志登茂川にはさまれた丘陵は、志登茂川支流

の中の川によってほぼ南北に 2分される。

北半は椋本集落付近から始まり、南東方向に延び、

豊里中学校付近に至る。平坦面の多い中位段丘であ

り、伊勢別街道（現 主要県道津• 関線）がその尾

根部分を縦走するとともに、椋本・高野尾・大里睦

合町等の集落が街道沿いに形成されている。（ここ

では「高野尾・大里丘陵」と仮称する。）

南半は、芸濃町萩野付近に始まり津市鳥居町に至

る。上位段丘であり、毛無川の谷底平野が深く人り

込んでいるのをはじめ、矮小な谷底平野が多数人り

組み複雑な地形を成している。丘陵の南西裾部には





安猿川の支流である美濃屋川がめぐり、それに沿う

形で集落が点在する。集落の南西には安濃川によっ

て形成された沖積平野が広がりその中央を安濃川が

伊勢湾に向かって流れる。ここではこの南半部全体

を「見当山丘陵」と呼ぶが、厳密な意味での「見当

山丘陵」は見当山周辺に限るべきであろう。

また、六大B遺跡の所在する毛無川の中流域（大

沢池以東）左岸では、中位段丘、低位段丘、さらに

氾濫平野と続き、なだらかな地形が形成されている。

氾濫平野は JR紀勢本線以東、海岸平野へと続いて

いく。「高野尾・大里丘陵」の東端まできた伊勢別

街道は中の川を北から南に渡り、毛無川左岸の中位

段丘にのりかえ、さらにその東端で南に折れ海岸平

野に向かってだらだらと坂を下って一身田に至る。

2 . 歴史的環境

六大B遺跡(24)周辺では、旧石器時代～縄文時代

から生活のあとがみられる。六大B遺跡の南に位置
① 

し見当山丘陵の北裾にあたる大古曽遺跡(26)からは

ナイフ形石器が見つかっている。高野尾・大里丘陵
② 

でも東浦遺跡(1)からは尖頭器が見つかっている。ま
③ 

た、大里西沖遺跡(2)では縄文時代中期の竪穴住居が

検出されている。

番号 遺 跡 名 番号 遺

1 東浦遺跡 23 六大A逍跡

2 大里酉沖遺跡 24 六大B遺跡

3 中鳶遺跡 25 橋垣内遺跡

4 川北遺跡 26 大古曽遺跡

5 墓の谷古墳群 27 新池2号墳

6 窪田大垣内遺跡 28 新池 1号墳

7 安養院跡 29 西岡古墳

18 丸市遺跡 30 西岡2号墳

19 山王遺跡 65 長遺跡

20 内垣内遺跡 31 山籠遺跡

21 天堤古墳 32 門脇北古墳

跡

弥生時代・古墳時代になると生活の場は東に移り、
④ ⑤ 

六大B遺跡はもとより、六大A遺跡(23)・橋垣内遺
⑥ ⑦ ⑧ 

跡(25)・中鳶遺跡(3)・志登茂川左岸の川北遺跡(4)で

遺構・遺物とも良好な資料が報告されている。しか

し、古墳は点在するもののこの周辺で調査された古
⑨ 

墳は墓の谷古墳群(5)の1号墳と川北遺跡内の古墳2

基のみである。墓の谷 1号墳は木棺直葬を主体とす

る円墳で主体部から鉄鏃が 1本出土している。川北

遺跡の古墳は後世の川北城築城の際削平されている

が、周溝から出土した須恵器によって 7世紀前半と

考えられている。

古代、窪田の地は、平城宮出土木簡に「伊世国奄

伎郡」「久菩多里私部小口口」として登場する。六
⑭ 

大B遺跡をはじめ、窪田大垣内遺跡(6)・橋垣内遺跡
⑪ 

・安養院跡(7)から掘立柱建物が相当数検出され、緑

釉陶器・灰釉陶器・円面硯等が出tしており、奄芸

郡の中心であったことがわかる。「和名抄」記載の

「窪田郷」もこの地に比定される。

中世の史料には「窪田庄」「窪田御厨」として登

場する。また、中勢地方の雄、長野氏の与力である

川北氏が志登茂川左岸に城を築く。川北城跡は調杏

の結果、堀と土嬰に区切られた 7つの郭と70棟以上

の掘立柱建物などが見つかっている。

名 番号 遺 跡 名

34 宮ノ前遺跡

35 森山東遺跡

36 太田遺跡

37 松ノ木遺跡

38 蔵田遺跡

39 位田遺跡

40 替田遺跡

41 弐ノ坪遺跡

42 里前遺跡

66 梁瀬遺跡

43 鎌切3号墳

22 河崎遺跡 33 コウゼンジ遺跡

第3表 周辺遺跡・路線内遺跡一覧表 (1......, 7 : 周辺遺跡、 18......,43•65•66 : 路線内遺跡）
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｛二和 2年 (886) に開かれた鈴鹿峠を越えて伊勢

の野に下ってきた東海道が、伊勢・志摩方面への道

を分岐するのは鈴鹿郡関町（古代にあっては「鈴鹿

駅」、近世では「関宿」）である。そこから椋本を経

て安濃川の平野にドって南下するのが古代の伊勢・

志摩へ向かうルートであった。斎王が京の都から斎

宮に向かうのもほぼこのルートである。見当山丘陵
⑫ 

沿いの松山遺跡では平安時代の古道が検出されてい

るが、当時の街道であった可能性がある。

このルートが高野尾・大里丘陵上（あるいはその

裾部）を通るように変わったのは室町時代以降であ

註

る。応永25年 (1418) と同31年12月の将軍足利義持

の参宮、永亨 5年 (1433)の将軍足利義教の参宮時

ゃ、連歌師尭孝の参宮帰路はこのルートによってい

⑬ 
る。江戸時代なるとこのルートは脇往還のひとつと

され、楠原（芸濃町楠原） ・椋本・窪田の宿も整備

された。「伊勢別街道」の名称は明治初年に定めら

れたもので、明冶12年に県道となり、昭和29年に主

要地方道津関線となった。道路は一部付け替えられ

ているが、窪田付近では北側に拡張されてはいるも

のの江戸期の位償を踏襲している。

① 山口 格他「II. 大古曽遺跡J『一般国道23号中勢道路建設事業に伴う 人古曽遺跡・山籠遺跡・

宮ノ前遺跡発掘調杏報告』 三璽県埋蔵文化財センター 1995年

② 清水正明・小林 秀「II 津市東浦逍跡ほか」『東浦遺跡・椋本南方遺跡ほか』三重県埋蔵文化財セ

ンター 1993年

③ 伊藤裕偉「3. 大里西沖逍跡の調査J『平成3年度農業基盤整備事業地域 埋蔵文化財発掘調査報告

ー第 1分冊ー』三重県埋蔵文化財センター 1992年

(• 「六大B遺跡ーB・C・D・E・F・G地区」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調杏概報皿』

三重県埋蔵文化財センター 1991年

•池端清行・中村光司「皿六大B遺跡」『平成 2 年度団体営士地改良総合整備事業に伴う 六大B遺

跡・大古曽遺跡発掘調査報告』津市教育委員会 1991年

・村木一弥「II. 六大B遺跡 (B,...._,F地区）」、 近藤 健「皿六大B遺跡 (H地区）」 『一般国道23

号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報1V』三重県埋蔵文化財センター 1992年

• 中村光司『平成3年度団体営土地改良総合整備事業に伴う 六大B遺跡発掘調杏報告』津市教育委員

会 1992年

・小菅文裕 他「六大B遺跡 (I地区）」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調杏概報V』三重県

埋蔵文化財センター 1993年

⑤・穂積裕昌・中村光司 1II. 六大A遺跡J『舟般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報暉」三重県
埋蔵文化財センター 1995年

・穂積裕昌•山本義浩「皿六大A遺跡」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報VIll』三軍県

埋蔵文化財センター 1996年

•宮m勝功「皿六大A遺跡（第 3 次）」『一般国道23号中勢道路埋蔵文化財発掘調査概報IX』三重県

埋蔵文化財センター 1997年

⑥ 宮田勝功・穂積裕昌 他『一般国道23号中勢道路 (9エ区）道路建設事業に伴う 橋垣内遺跡発掘調

査報告』三甫県埋蔵文化財センター 1997年

⑦ 菅室康光『中鳶遺跡発掘調杏報告』津市教育委員会 1977年

⑧ 菅室康光 9川北遺跡・川北城址調査概要」『三重の古文化52』三重郷土会 1984年

⑨ 萱室康光『墓の谷3号墳発掘調査報告』津市教育委員会 1976年

⑩•木野本和之『窪田大垣内遺跡（第 2 次）発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター 1997年

・大川勝宏『窪田大垣内遺跡（第3次） ・管ケ谷古墳群発掘調査報告』三重県埋蔵文化財センター

1997年

⑪ 萱室康光 他『安養院跡発掘調杏報告』津市教育委員会 1990年

⑫ 浅生悦生「何が通ったか、都からの古道J『図説 津・久居の歴史」郷土出版社 1994年

⑬ 高士洋幸 他「伊勢別街道の現状J『大和街道・伊勢別街道・伊賀街道』三重県教育委員会 1984年
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m. 調壺の成果

1 . 桔本層序

表土ー包含層ー地山が基本層序である。地山は調

査区の北と南で低くなっていっており中央が最も標

高が高い。この遺跡が立地する高野尾・大里丘陵は

西から東に向かって延びてきているが丘陵の尾根部

分は当調杏区の中央部を横切っている。

表土から地山まで浅い部分では現代の攪乱が深く

まで人っていたが、地山まで達するものは少なかっ

た。ただし、平成6年度調査部分では家屋を解体し

たあとの廃材が深く穴を掘って埋められていた。

調査区の南端では地山面が下がり包含層が原くな

る。調査区の北端では地山面が一段落ち込み、遺構

はみられなくなる。そのまま六大A遺跡の地山レベ

ルにつながっていくと思われる。時代が新しくなる

と（明冶以降）土地を嵩上げして家が建ち始める。

土層断面から置き士をして嵩上げした様子がうかが

える。

地山は調査区の南半では拮本的に黄褐色ヽンルトで

あるが、調杏区中央付近では砂質となる。調査区北

端では黒褐色シルトになる。

2 . 遺構と遺物

(1)概要

中但～幕末及び近代の遺構が検出された。それら

の遺構を出土遺物の年代によって、中世 (12世紀末

,...., 16世紀中葉）、近但初頭 (16世紀後菓）、江戸前期

(17世紀）、江戸中期 (17世紀末,-..,18世紀中菜）、江

戸後期 (18世紀後葉,....,19世紀中葉）幕末• 明治初
⑭ 

(19世紀後葉～末）、近代 (20世紀以降）に分けた。

江戸中期～後期にわたる遺物が出土した遺構は、汀

戸中期～後期とした。全体としては江戸中期、中期

～後期、後期の遺構が多い。また、調査区の中央部

から南東部にかけて遺構が集中し、土坑などが多数

切り合う。それに対し調査区の北約1/3は遺構密度

はきわめて低い。

(2)中但の遺構

井戸 3基 (SE 5• 6• 82)、士坑3基 (SK19• 

-9-

20• 78)、溝 1条 (SD12)が検出された。

井戸 どれも素掘りものもで、 SE5とSE82は掘

形はほぽ円形で、直径はそれぞれ2.3m、1.8mであ

る。 SE6は隅丸三角形に近く最大径は2.5m。検

出面からの深さは、 SE5が1.6m、SE6が2.3m、

S E82が1.lmである。付属施設は検出されなかっ

たが、 SE82の斜面にはこぶし大の石が貼り付くよ

うに検出されており石組み井戸であった可能性もあ

る。

土坑 S K19• 20が方形。規模はそれぞれ2.5mX 

2.lm、1.lmXl.lmである。 SK78が0.9mXO.Sm 

の楕円形である。深さはどれも0.2m'"'-'0.3 mであ

る。

溝 S D12は、最大幅1.1m。一方の端は SK29に

切られ、もう一方は調査区外へ延びる。

(3)中世の遺構出土遺物

S K19出土の山茶椀(1)は底部のみだが藤澤良祐
⑮ 

氏の山茶椀編年（以下藤澤編年と記述）では 5型式

にあたる。 12世紀後半のものである。 SE6出土

の山茶椀 (3'"'-'7) はいずれも藤澤編年の 6型式

にあたる。 13世紀前半のものである。高台にはも

み殻痕が残る。 SE5出上の山茶椀(2)も藤澤編年

6型式のもの。また、常滑の甕口縁部(9)は、 14世

紀後半のものでN字に折れ曲がった口縁はよく下

垂する。 SD12の常滑焼甕(12• 13) のうち、 12

は癒着してしまっているもののN字状口縁の痕跡

を残す15世紀後半のもの、 13は玉縁化する16世紀前

半のものである。 SK20からは13世紀代の土師器鍋

(10)、同じく 13世紀代の常滑焼甕口縁部(11)、それ

に19世紀中頃の行平鍋(14)が出士している。 14は幕

末頃家届を建て替えた際に廃棄したものが混人した

ものであろう。信楽焼の製品で、腰高ではあるがす

わりはよい。外面下半にすすが付着する。 SK78か

らも藤澤編年6型式にあたる山茶椀(8)が出土して

いる。底部外面には楕円を描いたような墨書があ

る。

(4)近世初頭の遺構

井戸 1桔 (SE7) 、土坑 2 枯 (SK21•22) 、
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溝2条 (SD13• 17)、水溜 1基 (SP76)がある。

井戸 SE 7は三角形状で検出されたが、もともと

方形であったろうか。長辺3.7mX短辺2.5m、深さ

は2.2mである。

土坑 SK21•22 はいずれも楕円形で、 S K21は

1.2m X0.9m、深さ0.4m、 SK22は短径2.2mと大

きく、調査区外に延びるため長径は不明である。深

さは0.8m。

溝 S D13は幅0.8,.....,1.7m、深さ0.5m。途中で約

90゚ 屈曲する。 SD17は幅0.8m、深さ0.9m。一方

の端は十．坑（遺構番号なし）に切られ、もう一方は

調査区外に延びる。

水溜め S P76は長径3.8mX短径3.0m、深さ0.9m

で底は船底状になる。 SD13と一連のものと考えら

れその形状から水溜めと判断した。

また、他の＋．坑等で切られてはいるが、 SD13と

S D17も一本につながる溝であろう。つまりこれら

は調杏区東に想定される住居等の施設からの排水路

で、 SP76に溜めて自然浸透、または蒸発させたも

のと考えられる。

(5)近世初頭の遺構出土遺物

15,.....,43はSE7からの一括出土資料である。七師

器Illl(15,.....,25)はn径によって、小型（口径約8.5

cm、15,..._,17)、中型（口径約10cm、18,.....,23)、大型

（口径12,.....,12.5cm 、 24• 25) の3つに分けられる。

内面はナデ、外面はナデとユビオサエによる調整が

なされる。 15・18・24など南伊勢系の様相をもつも

のとそうでないものがある。

26,.....,32は陶器の皿である。 26,.....,30が瀬戸の大窯製
⑯ 

品で、井 r.喜久男氏の編年で大窯V期のもの。 31•

32が唐津焼製品で口縁部に鉄釉を施した皮鯨手と呼

ばれるものである。

33は有田焼磁器碗。 18世紀代のものが混人したの

であろう。 34は陶器碗で、全面に浅黄色の鉄釉系の

叉ロニL— 15 

~6 

~17 

~18 

~19 

ロニロ:o
第10図 SE7出土遺物実測図① (1 : 4) 
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釉が施される。高台径が大きくどっしりとしたつく

りである。やはり、 17世紀代のものが混人したので

あろう。

35の水注は大窯V期の製品で鉄釉が施される。 39

の黄瀬戸鉢は登窯II期の製品である。

38• 40は無釉の焼締め陶。 38は産地不明、 40は常

滑の製品である。 41は瓦質の十能であろう。質から

みて、 19世紀幕末のものが混人しているものと思わ

れる。

44,...._,46は弥生士器、山茶椀の混入品。 47,...._,37は士

師器である。土師器皿 (47,...._,61) もやはり口縁の径

によっておおむね大中小に分けられそうである。ま

た、 49• 53のようにやや深く、口縁内面に面をもつ

皿がある。これはこの時期から江戸中期にかけてみ

られる皿である。 57• 59は口縁に煤が付着しており、

灯明皿として使われたものであろう。南伊勢系の特

色をもつものを見出すのは難しいが、 55,...._,57がそう

であろうか。 62は南伊勢系の鍋。 63,...._,83・85は羽釜

である。 83は鍔と口縁に他とちがった特徴がある。

84• 86は茶釜、 87は内耳鍋である。耳はニカ所で、

それぞれ2つずつ穿孔される。

88,...._,98は陶器である。 93は大窯V期の製品で、見

込みに菊の印刻が施される。 94は信楽の揺鉢。 95は

常滑の製品で15世紀後半のもの。 97• 97も常滑の製

品である。

99,...._,103の円形加工製品はいずれも陶器である。

99• 102は常滑の甕、 101は儒楽の茶壺、 103は天

目茶碗を用いたものである。

83がSK21、93と101,...._,103がSK22出土のほか

は、 SD 13• S D 17• S P 76の出土である。

(6)江戸前期の遺構

土坑6韮 (SK23• 24• 31• 32• 62• 79)と溝 l

条 (SD60)がこの時期の遺構である。

土坑 S K31• 62• 79は楕円、 SK23• 24• 32は他

~1 ~ こ二喜4
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の土坑等に切られているが方形と考えられる。規模

はSK31は長径1.7mX短径1.3m、 深さ 0.4m。

S K62は推定2.5mX 1.2m、深さ0.3m。南端を正方

形の土坑（遺構番号なし）に切られている。 S K79 

深さ0.3m。

m。

S K24が短辺0.3m長辺は不明、深さ0.2

S K32は2.0mX 1.2 m、深さ0.4m。

S K32の切り合い関係は不明。

られる。

S K23と

S K32はSK29に切

は1.0mX0.6m、深さ0.4m。SK23が1.3mXl.3m、
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細長い形状であるためSDとした。幅は0.9m、深

さ0.35m。北端部は輻が広くなりやや深くなる。遺

構全体がわからず遺構の性格は不明だが、あるいは

SD 13• SP 76と同様、排水溝と蒸発または浸透さ

せるための水溜めであろうか。

(7)江戸前期の遺構出土遺物

104,..._,109• 111は土師器皿。 108は口径6cmと小さ

いが、他は10cm,.._, 13cm と中～大のものである。 105•

106・111は深いタイプである。 105と106は口縁内面

に面をもつが、 111の口縁端部は丸くおさまる。 な

お、 108のような浅く口径の小さな皿は江戸後期か

ら幕末に多くみられ、 これぱ混人の可能性もある。

112,......., 114は陶器皿でいずれも井上喜久男氏の編年
⑰ 

で登窯II期のものである。

(8)江戸中期の遺構

井戸2桔 (SE 8・11)、溝3条 (SD14,......,16)、

~~-~ こ二上三―~

＼ 

＼ 

。二 99

第14図

。
I 

こ二ご）100 

士坑2基 (SK25• 26)、近世埋甕遺構6基 csz 
58• 65"-'68• 72)がこの時期の遺構である。

井戸 SES•11 ともほぽ円形で、直径はそれぞれ

2.3m、2.15m。深さはそれぞれ1.8m、1.6mである。

表面観察ではSEllはSK47に切られる。

溝 S D14は幅0.3m、深さ0.6mと狭く深い。北半

部分で輻が広がるようであるが、 これは後世の溝が

重複しているためでSD14は幅0.3m程度で続いて

いく。北端部は別の遺構（石敷き）がかぶさってき

ており表面観察で明瞭に区別できなかった。

S D14の方向N40°Eは当時のこの地域の地割りの

方向と思われ、 SD14は屋敷地の境の溝と考えられる。

SD15• 16は調査区の南端に近いところで重複し

て検出された。検出された長さは5.6m、深さは0.6

m。二つの溝の前後関係は検出時の切り合い関係か

口

゜I c二 101゜
二 102

らSD16→ S D15である。

~ 
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ロ
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近世初頭の遺構出土遺物実測図③ (1 : 4) [ 88•89•94•95•97'98: SD 13、 9Qo91•96•99•100: S P 76、92:SD 17、 93•101~103:SK22l
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土坑 S K25は楕円形で長径3.4mX短径2.0m、深

さ0.9m。S K26は長方形で長辺2.7mX短辺1.8m、

深さ0.75m。

れる。また、

がのる。

S K25はSD13を切り、 S E85に切ら

S K25の上に SB 1の枯礎石の 1つ

S K26は整った形をしている。二段掘りの

ようであるが上にあった浅い土坑を切っている。

SB 1のちょううど「勝手」の位置にあり、

か。

近世埋甕遺構

“ I 
11 6m 

SB 1 

を建てる際前の時期の廃棄物を埋めたものであろう

S Z 58• 65,...._,68• 72は近世埋甕遺構

である。（縄文時代の埋甕と区別するためにここで

は「近川」を冠して記述する）常滑焼大甕の下半分

,..._,1/3を上中に埋めて安定させ、水などの液体や穀

物等を貯蔵する施設である。使われていた甕はいず

゜

れも「赤もの」と呼ばれるもので、中野晴久氏によ
⑲ 

れば18世紀に真焼けからから分離した可能性がある。

口縁の形態から 6屈とも18世紀前葉からせいぜい中

葉まででおさまる。

58と68、

S B 1の中 (SZ 58• 68)やS

B2の中 (SZ 67• 72)で検出されたものもあり建

物に伴う可能性もあるが、建物の中に占める位置か

ら考えると伴うか否かの断定はしがたい。同時存在

については、甕の制作年代と使用年代の違いも考え

られ、いちがいにはいえないが、前述の 2組 csz 
S Z67と72)はそれぞれが互いに近く、 2

 
個セットで用いられた可能性もある。

甕を廃棄する際にはじゃまになる地上部分を打ち

割って中に人れ、整地していると考えられる。
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(9)江戸中期の遺構出土遺物

116,..__, 137はSE8出士の一括遺物である。

116,..__, 122は土師器である。皿(116,..__,120)はやや湾

曲した底部から体部がゆるやかにたち上がるもの

(116• 118• 119)と、ほぼ平らな底部から屈曲して

直線的に体部がたち上がるもの (117• 120)とがある。

前者は口径が7. 2 ,.__, 8 .4 cmであるのに対し、後者は

10 . 2 ,.__, 11. 2 cmとやや大きい。 116と120の口縁にはす

すが付着する。 122は壺で、丸い体部と垂直にたち

上がる口縁部をもつ。口縁端部は外に折り曲げられ

る。

陶器(123,..._,131)のうち、 123,..__,126は瀬戸製揺鉢で

ある。底部のみの破片であり時期が決めがたいが、

123は登窯1I期のもの。 124→125→ 126と次第に目が

細かくなっており、だんだん新しくなる。 127,.__, 131 

は仏飯具・碗・皿である。天H茶碗(128)は底部径

が大きく、内面は体部から見込みにかけてゆるやか

に湾曲する登窯IV期のもの。 129は鉄釉丸碗で大き

くしっかりしたつくりである。やはり登窯II期のも

の。 130は木瓜形皿で登窯IV期のもの、 131は菊皿で

登窯m期のもので、ともに御深井釉である。

S D14,.....,16、SK25• 26、SZ 66• 67の出土遺物

が、 138,.....,184及び、 188,.....,190である。土師器(133,.....,

158)と陶器及び無釉の焼締め陶で、磁器はみられな

し‘
゜
土師器皿は口径が10cm前後のものと12cm前後のも

のが多い。深さは 2cm程度だが、 152・153は深い。

152は口縁内面に面を持つタイプである。 153は平ら

な底部から垂眉に体部がたちあがるもので、 300と

類似する形である。 SZ 67の甕内の出土である。

158の鍋は半球形の体部と外反する口縁をもつもの

で、口縁端部は丸くおさまる。
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陶器皿には輪禿げ皿(159• 161 ・ 163·164• 173) 

や丸皿(160)などがある。いずれも18世紀中頃のも

の。 162は時期不明。 165の灯明受皿は19世紀代のも

のの混入であろう。 166はひし形の小皿で高台もひ

し形である。白色の胎土に透明釉がかけられる。ロ

縁端部にはさび釉がかかる。大皿(167)は内面に灰

釉系の釉がかけ分けられている。火舎(168)ば焼締

め陶で無釉である。陶器碗には、丸碗(169,.....,172)や

天目茶碗(177,.....,180)などがある。丸碗には灰釉のも

のと鉄釉のものがある。高台径が大きくすわりのよ

いつくりで18世紀前～中葉でおさまるのもであろう。

天目茶碗も登窯IV,.....,VI期のものである。 178はやや

古い様相を示しm期にのぽる可能性がある。このほ

かによろい茶碗(174)や刷毛目装飾の施された刷毛

目碗(176) などがある。 181• 182は常滑焼甕の口縁
⑲ 

部。 182は赤羽編年で14世紀初になる SK26への混

~ ニ116E~118E

人品。 184は無釉捏鉢である。産地は不明。 183は京

焼風陶器碗で18世紀中葉のもの。見込みには鉄釉に

よる絵（山水か）が描かれる。残存部分に印は認め

られなかった。 SZ66出士である。

185,......, 187は近世埋甕遺構の甕でいずれも常滑焼の

赤ものと呼ばれるもの。 185=S Z65、186=S Z66、

187= S Z68である。全体にナデ調整が主体である。

187の体部のもっとも張る部分は内面にオサエによ

る凹凸が顕著である。また、 187の内面下部には褐

色の付着物がある。分析はしていないが鉄と思われ

る。

188,......,190は円形加工製品で、高台を利用したもの

(188• 190)と体部を使ったもの(189)がある。 189は

無釉で、凹線が人る。

(10)江戸中期～後期の遺構

井戸 1拮 (SE9)、土坑14基 (SK27,......,30•33

'-~ -―. 
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土坑 S K27は、長方形と考えられるプランをもつ、

長辺約4mX短辺2.6,.....,2.9m、深さ0.9,.....,1.3mと比

較的大きな土坑である。 2段掘りであり、 0.9mの

深さからさらに、 1.9mX 1.4mの楕円形の範囲が深

さ1.3mに掘り下げられている。 SK27の中央部を

SB2の枯礎（布基礎）が横切っており、 SB2を

建てる前に不要物を廃棄するために掘られ、その後

整地されたものであろう。 SK27の北端部はSZ67 

を切り、南端部はSK52に切られる。

S K28は調査区の東端で検出された。 SE9のす

ぐ北東にあたる。半分程度が調査区外になるため、

隅丸の正方形ないし長方形と思われる。規模は 1辺

2.0m XX、深さ0.2m。

S K29• 40は、表面観察では切り合い関係が判別

できず、一連の遺構として検出された。プランは、

円形か楕円形あるいはイ奴定形である。 SK29の規模

は南北が推定2.5m、東西が推定2.0m、深さは 2段

で0.8,.....,1.lm。SK40の規模は南北が推定2.5m、東

西は不明、深さは0.5mである。 SK35は、 SK40 

のすぐ西で検出された。東辺が明瞭ではないが、

2.lm X2.9mの長方形のプランをもつ、深さ0.5mの

+. 坑である。

調査区南東部1/4のエリアは、江戸前期や中期

～後期の土坑が集中するところであり、 SK23• 32• 

62とSK29·35• 40がそれぞれ相前後して掘られた

ものであろう。この付近は、このころまで屋敷地内

としてはとらえられず、廃棄のための土坑が相次い

で掘られたものと考えられる。 SB1の成立にとも

ない、住宅の前庭として整備されていったものと思

われる。

S K30は、調査区の南端に近いところで検出され

た楕円形のプランをもつ土坑である。長径推定1.4

mX短径0.85m、深さ0.25mである。

S K33は調査区の西端で検出された細長い長方形

のプランをもつと思われる土坑である。長辺は調査

区外に出る。検出長は2.8m、短辺は1.0m、深さ0.2

mである。

S K34も細長い長方形の土坑である。長辺2.55m

x短辺1.2m、深さ0.75mである。

S K37は調杏区の西端に近いところで検出された

楕円形のプランをもつ土坑である。規模は長径5.0
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mX短径2.6m、深さ0.4mと広く浅い。付近は、江

戸後期、幕末と時期を変えて比較的大きな土坑が隣

り合っている。このあたりは現代の家も建ってなかっ

たところであり、当時から屋敷地外あるいは屋敷地

内でも縁辺部で、廃棄のための士坑が次々に掘られ

たのであろう。

S K42のプランはやや崩れてはいるが円形の土坑

と考えられる。直径1.6""1. 7 m、深さ0.7m。SB1 

の内部にあるが、 SB1の東の基礎の一つがSK42 

の上にかかるため、 SK42がSB 1に先行すると考

えた。

S K44は調査区の南東部で検出された。不定形を

しており、長方形と楕円形の土坑が 2つ連なった

ものとも考えられる。東西長2.7m、深さ0.3mであ

る。

S K47は江戸中期の井戸SEllを切る形で検出さ

れた円形の土坑である。直径1.5""1. 7 m、深さ0.6m

である。 SK51に接するが、切り合いは明瞭でなく、

時期判断は遺物によるのみ。

S K63は調査区の北方で検出された。水道管埋設

溝や近代の井戸SE90に切られるが、隅丸長方形の

プランをもつ。長辺4.5mX短辺2.7m、深さ0.15m

で底は平らである。タタキ製のマス SP69が上にの

るが、いずれからも江戸中期～後期の遺物が出土し

ている。マスはSP69の南に隣接してもう 1基ある。

この南のマスを作る際の整地としてSK63が掘られ、

その後、 SE90を掘ったためマスは北に移された

(S P69) と考えられる。 SE90は陶器の井戸側を

持ち、その陶器の形状から近代のものと判断したが、

井戸側だけ後世に作り替えられていると考えれば上

記のように推測される。 SP69とその南のマスはほ

ぽ同じ規模で、 1.7mX 1.0m、深さ0.2mである。一

見南のほうが頑丈にみえる。

S K88は一部近世初頭の井戸SE7にのっかるよ

うな形で検出された。一辺1.5""1.6mの方形であろ

うか。深さは0.6m。江戸中期の井戸 (SD15• 16 

の西端にあたるが、関係は不明。

S P70はSD13の上にちょうどのっかる。タタキ

はすでに形がなくなり、マスを据えたときの掘り方

のみが検出された。長辺2.3mX短辺1.2m、深さ0.3

mの長方形である。



P80とP89の2つのピットはお互い離れている。

また、それぞれのピット周辺にピットは散在するも

のの、建物としてはまとまらなかった。ただ、江戸

中期～後期のピットが存在するということは、掘立

柱建物がこの時期まで存続したことをうかがわせる。

P80は径0.3mの円形、深さ0.15m。 P89は0.5mX 

0.35m の楕円形。深さは0.2• 0.25mの二段である。

(11)江戸中期～後期の遺構出土遺物

山茶椀(191)は混人品である。底部のみの破片だ

が、藤澤編年5型式,..._,6型式にあたる。

土師器皿(192,.....,213)は、口径からみると10cm内外

の中型が最も多く、次いで8cm前後の小型が多い。

12cmある大型 (204)はごく少なく、超小型ともいう

べき 6cm以下のもの (195• 200)が混じるようになる。

形からみると底部から体部がゆるやかにたちあがり

全体が湾曲するもの(192• 196• 198• 199• 201,.....,203• 

208,.....,210)と、平らな底部から体部が直線的にたち

あがるもの (193• 194• 197• 204,.....,207• 211,.....,213) 

とに大別できる。超小型の 2点は底部の周辺がわず

かにたち上がるだけである。

土師器鍋(214,.....,221)は口縁端部が上に摘まみ上げ

られさらに内側に折り曲げられる。体部はヘケズリ

(220)またはハケ(221)調整が施される。器壁は非常

に薄く体部の残りはよくない。

土錘(256)は比較的大きく穴も太い。土錘の出土

はこれを含めて 3点のみである。
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こ 197 
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＼ し 201 

、- I ------ LUL 
＼ 

陶器(222,..._,255• 257• 258)には、皿・碗・灯明具・

鉢などがある。

222,..._,229は刷り絵1IIlでに、見込みに型紙刷りによ

る絵が描かれる。絵は鉄釉によるものと呉須による

ものとがある。畳付き以外の全体に施釉される。い

ずれも瀬戸あるいは美濃の製品で登窯V,..._,VI期のも

のである。 230は外反した口縁を波打たせた輪花皿

で、瀬戸製品。やはり登窯VI期のもの。

231は瀬戸の碗で登窯VJII期のもの。底部と体部の境

に稜をもち、体部はわずかに内湾しながら斜めにたち

あがる。 232はよろい茶碗で登窯VI1期のもの。 233と

246は刷毛目碗で、 18世紀中～後葉によくみられる。

233は淡赤褐色の素地に白泥を刷毛で塗り、透明釉を

かけたもの。 246ぱ農緑褐色の素地にやはり白泥を

刷毛で塗り付けて装飾している。 234• 235はともに

小碗で、瀬戸製品登窯II期のもの(234:S K27出土）

と信楽製品の青磁写(235)である。 236は妬器質に焼き

締まった箱形湯呑茶碗で登窯IX期のもの。 237,..._,240•

242,..._,244は瀬戸製品の丸碗で灰釉が施される。江戸中

期よりやや小振りのものがみられる。登窯VI,..._,VII期に

なる。 241は箱形の碗である。びんだらい(245)は、高

台はなく平らな底部と垂直にたちあがる体部とからな

る。底部外面のみ無釉。側面には鉄釉による型紙刷り

絵がある。 247は天日茶碗の底部で登窯m期のもの。

248,..._,251は灯明皿(248)と灯明受皿である。 249

は瀬戸製品で登窯VI1期のもの。灰釉が施されている。
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第23図 江戸中期～後期の遺構出土遺物実測図① (1 : 4) [ 191·208•209: S K40、 192•193: SE 9、194"-'196:
S P71 、 197,_199•214,_219: S K27、 200,_203•221: S K35、 204--207•220: S K37、210--212:S K42、
213: S K47〕
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250は鉄釉でそれより新しい。台付きの受け皿(251)

は、信楽製品で19世紀代のものである。 252と253は

渠燭（ひょうそく）で252は灰釉で盃形のもの、 253

は鉄釉で19世紀前半のものである。

254は瀬戸製揺鉢で登窯II期のもの。 S K27出土

である。 255は香炉または火人で体部はロクロ目が

よく残る。 257は花瓶で灰釉と鉄釉のかけ分けであ

る。 258は織部写の鉢で瀬戸赤津窯の製品。登窯vm

期のものである。

磁器には碗(259,.....__,262• 264,.....__,266)と皿(263・267)

がある。いずれも肥前製品である。碗の体部外面に

は呉須による絵が描かれる。 259• 266は梅花文、 261・

262 は型紙刷りである。 259• 262• 266は厚手で波佐

見製品、他は有田製品であろう。いずれも18世紀後

葉から19世紀初のものである。 263は銅緑釉の皿で

見込み蛇の目釉はぎ。肥前で18世紀にみられる。 267

はコバルト釉の文様が描かれた皿で、高台輻が広く、

19世紀のものであろう。

268,,.._,288は円形加工製品で、すべて陶器製である。

丸碗などの高台部を利用したもの (268,,.._,271• 276• 

279• 280・282,,.._,288)と、甕などの体部を使ったも

の (272,,.._,275• 277• 278• 281)がある。 SK28出土

(271,,.._,278)が最も多く、ほかは 1遺構から 1,.._, 3点

の出土である。

289,,.._,293 は砥石、 294• 295ば煙管の雁首と吸い口

でともにSK27の出土。 296の寛永通賓も SK27出

土である。
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(12)江戸後期の遺構

礎石建物 3 棟 (SB1·2•4)、士坑15基 cs

K36• 38• 39• 41• 43• 45• 46• 48• 49,_,54• 81)、

タタキ製マス 3基 (SP 71• 74• S Z 73)がこの時

期の遺構である。

礎石建物 SB 1は、桁行6間4尺5寸x梁行4間

5寸、棟方向はN50°W。西の梁の一部と東の梁の

一部には布基礎がみとめられる。西は全面、東は北

半分がそうであったろう。北の桁と南の桁は柱位置

のみに礎石を据えたようである。礎石はすべて自然

石である。下に栗石を敷いたもの、礎石がなく栗石

のみ残ったもの、抜き取り穴だけのもがある。

SB2は桁行6間x梁行2間、棟方向N40°Eの

細長い建物である。 SB1とはほぼ90゚ 棟方向が違

う。対になる建物である。屈礎はおそらく 4辺とも

布拮礎であろう。切石を使い、その多くには謄穴を

あけるなど頑丈なつくりを思わせる。

SB4は調杏区の南端で検出された。検出された

のは 1間X 3間分である。一辺 1m程の正方形の範

囲に、北側の一列は人頭大の石を、南側のもう一列

は栗石を敷きつめてある。この上に礎石がのるとす

れば普通の家屋に比べて大きなものになる。おそら

くは東と南にのびていたものが後世（幕末以後？）

に破壊されたものであろう。

土坑 S K36は調査区の西端で検出された円形の士

坑である。土坑の中央に近代の井戸 (SE83)があ

るため完掘していないが、推定で匝径2.5m、深さ

0.6mである。

S K38はSB1の中にある士坑で閑丸方形のプラ

ンをもつ。一辺1.6m、深さ0.5m。いわゆる南東隅

ではないが、ほぼそれに近い位置にあり、 SB1に

伴う土坑である。

S K39はほぼ楕円形のプランをもつ。長径1.6m、

短径推定1.2m、深さ0.25m。 SK52に接するが表

面観察では切り合い関係は明確にできなかった。両

土坑とも同じ時期の遺物が出土している。

S K41は長方形に近いプランをもつ。短辺0.5m

x長辺1.3m、深さ0.2m。

S K43は方形の土坑が 2つ菫複したものである。

切り合い関係が明確にできなかったことと、遺物の

時期も同じであったことから、ほぼ同時期に相前後
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して掘られたものであろう。 SK43から南へは、 S

K49、SK61、SP71と遺構番号をつけなかった土

坑 1基を含め、計4基の土坑と 1基の水槽がほぼ一

直線に並ぶ。 SP71がたたきの水槽を廃棄したもの

であることから、ほかの 4基の士坑も同じようは水

槽を設償してあった可能性がある。 SK43とSK49 

• 61は作り代えられたものであろう。両方とも切り

合いが不明であるため作られた順序はわからない。

S K45は調杏区の西端で検出された。方形と思わ

れるが調査区外にのびるのと SK55に切られるのと

でプランと規模は不明。深さは0.3mである。付近

は時期を異にした比較的大きな土坑が切り合うとこ

ろである。住居敷地の端にあたり、廃棄のための土

坑が次々に掘られたのであろう。

S K46は調杏区の南端で検出された楕円形の土坑

である。長径1.9m、短径1.45m、深さ0.6m。

S K48は調査区の南西部で検出された長方形ない

し楕円形の士坑である。短辺（輻）は1.2m、深さ

は0.3m。調杏区外にのびるため溝の可能性もある

が断定できず一応土坑とした。

S K49はSK43の南にある正方形の士坑で、中か

らはこぶし大の石が検出された。一辺1.3m、深さ

0.25m、である。石を敷いた上にはSP71にみられ

るようなタタキのマス（水槽）のようなものがあっ

たと考えられる。 SK61に接するが、 SK61からは

砥石が出土しているのみで時期を決められる遺物は

出ていない。切り合いから判断される前後関係は S

K49→ S K61である。上部にあった水槽（？）が作

り代えられたものであろう。 SK61は若干規模が大

きくなり一辺1.5m、深さ0.25mになる。

S K50はSB2の西にある円形の士坑で、直径は

2.lm、深さは0.4m。整った形をしているためなん

らかの施設に伴うものとも考えられる。

S K51はSE 11• S K 4 7• S K 50に接した楕円形

の土坑である。短径はI.Om、長径は不明、深さは

0.7m。切り合い関係では SEllを切る。両隣の士

坑との前後関係は出土遺物で判断した。

S K52はSK27とSK39に接した円形の上坑であ

る。恒径は2.2m、深さは0.9m。表面観察では SK

27を切る。 SK39との切り合いは明確にできなかっ

たが、同じ時期の遺物が出土している。 SB3を建
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第26図 江戸後期の遺構平面図① (1 : 100) 
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てるに前に不要なものを廃棄し整地したものであろ

゜
ろノ

S K53は長方形のプランで短辺0.55m、深さ0.15

m。江戸後期の遺物が出土しておりこの時期とした

が、 SB1の南西隅の基礎石の下にあるタタキ水槽

のさらに下にもぐり込む形で検出されており、時期

については遡る可能性がある。

S K54はSB2の西方で検出された円形の土坑で

ある。直径1.2m、深さ0.7mで法面は垂直に近く叩

き締められたようであった。隣に同じ形・規模の土

坑があり、 2つセットで例えば便槽のように、何ら

かの貯蔵施設として用いられたのではないだろうか。

S K81は調杏区南部で検出された長方形の土坑で

ある。西側を溝状の遺構（番号なし）に切られる。

短辺0.45m、深さ0.2m。

タタキ製マス S P71はSK49の南に位置するタタ

キの水槽である。すでに破壊されており正確な規模

は不明だが、残ったタタキの断片から推測すると、

0.7m Xl.5m、深さ2.5m程度であったと思われる。下

にはこぶし大の石がおかれているが、敷きつめられ

たというわけではなく周辺部分にならべられている。

S Z 73• SP 74はともにSB1にともなうと考え

られる。 S273は内法0.45m(1尺 5寸） X0.9m 

(3尺）、深さ0.21m (7寸）である。 SB1の土間

の位置にあり、地山上に直接置かれた状態である。

低い位岡にあり上流しとは考えられない。上部には

かまどが造られ、その下にあって焚きつけ（芝等）

を人れておく施設と考えられる。 SP74は内法0.51

m (1尺 7寸） X0.96m (3尺 2寸）、深さ0.42m

(1尺 4寸）である。地山を掘りくぼめて設置され

ている。 SB1の南東部分を牛小屋とすれば、それ

に伴うものであったのであろう。

(13)江戸後期の遺構出士遺物

土師器には1IIl(297,....., 312)、鍋(313)、焙烙形(314

,..._,316)がある。 1IIlは口径によって大型 (11,.....,12cm:

301• 302• 304)、中型(10cm前後：300)、小型 (8

cm前後： 297 ,..._,299)、超小型 (6cm,..._, 7 cm : 305 ,..._, 

312)に分けられる。中期までに比べて超小型の数が

増加している。形は、 300を除けば、底部から体部

へゆるやかに湾曲する。超小型は底部の周辺をわず

かに持ち上げただけのものがほとんどである。口縁

にすすが付着したものがあり、灯明皿に使用された。

300は厚手でタイプの異なるものである。 153に類似

する。鍋は半球状の体部に外反する口縁をもつ。ロ

縁端部は摘まみ上げられた後内側に折り曲げられる。

口縁端部についてば焙烙形も同様である。調整は、

体部下半がヘラケズリ、体部上半と口縁がナデ、 314

内面の一部にハケがみられる。
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陶器には、皿(317,...._,319)、灯明皿・灯明受lIIl(320

,...._,326)、碗(327,...._,335• 337)、土瓶の蓋(336・340)

香炉(338) 、甕(339• 344)、揺鉢(345• 346)などが

あり、器種豊富である。

lIIlのうち、 317にはつまみ状のものが口縁部に付

く。 318は輪禿げlIIl、319には内面に甫ね焼の痕がみ

られる。灯明皿(323• 325)はともに鉄釉である。灯

明受皿は口径によって大中小に分けられそうである。

324には焼成前に油の通り道として 3カ所穿孔され

ている。

327はやや偏平な碗で、見込みに鉄釉による型紙

刷り絵に一部呉須が人る、登窯V期のもの。 328•

332• 370は広東碗で内外面に呉須による圏線や文が

描かれる。登窯IX期のもの。丸碗(329,...._,331• 333,...._, 

335)のうち329,...._,331は登窯VI期、高台がしだいに

小さくなる333,...._,335はVI1期のものである。 337は瀬

戸製品で灰釉系のオリーブ色の釉が内面全体と外面

高台やや上までかかる。高台周辺は広東碗と同じ形
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第30図 江戸後期の遺構出土遺物実測図③ (1 ・: 4、385は 1: 2) [ 361•362•364•371•375•377•384: S K45 、 363•368•372•381:
S K48、 365•366•370•376:S K54、 367·373•383•385:SB 1、369:S K36、374:S K46、 378•379:S K39、380:S K81、382:S K43、386:S K50〕
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だが、口縁外面に凹線が巡り端部が内側に折り曲げ

られる。 341は信楽製品で京焼風陶器である。

土瓶の蓋(336)は薄手のつくりで信楽の製品であ

ろう。 340は小振りのもので上面に鉄釉がかかる。

香炉(338)は底部の内寄りに脚が 3カ所付く。底

部外面以外の全体に灰釉がかけられる。文は彫り込

まれている。 342は断面が外側 7角形・内側円形の

筒である。墓用の花筒であろうか。外面に鉄釉がか

かる。 339は鉄釉捏鉢であろう。 344は無釉の焼締め

陶甕である。 345• 346は瀬戸製揺鉢で大の文が入る

18世紀末,..._,19世紀前葉のもの。 2点とも SB4床面

出土である。

347• 348は士人形で、鳩笛(347)と頭部を欠くが

軍配を持った布袋(348)である。

349,..._,360は円形加工製品で、 355・357・358が

磁器、他は陶器である。高台部を使ったもの(349,..._,

355• 358• 360)の内、 351と352は天目茶碗の高台

である。 352は大窯 I期の製品。磁器はいずれ

も肥前産で、 358は波佐見窯ものもである。出土

位置は349,..._,352がSB1床面、 353,..._,355がSB2 

床面、 356がSP73、357,..._, 360が SB 4床面であ

る。

磁器には、皿(361"-'366) 、碗(367"-'369• 371• 373 

,.._,379)のほか、蓋(372)、鉢(380)がある。肥前産

を中心に瀬戸美濃製品が混じる。いずれも染め付

けあるいはコバルト釉による文様が描かれる。 361

ば焼き接ぎされている。 365の文様は梅花であろ

うか。見込み蛇の目釉はぎされる。 364は紅皿でや

や小ぶりのものである。広東碗(367,.._, 369• 371)は

瀬戸芙濃製で瀬戸の陶器製(370)と同時期である。

373• 37 4• 377 ,.._,379は波佐見窯のいわゆるくらわん

か手の碗である。登窯VI1期に併行する時期のもので

ある。碗には端反りが 1点(376)ある。 380は瀬戸製

鉢であろう。見込みはドーナッツ状に釉はぎされ

る。

石製品には硯(381) と砥石(382• 383)がある。硯

はよく使い込まれている。 382はきめの細かい仕上

げ砥、 383は砂岩製の粗砥である。

384は鉄製の又ぐわで、刃と柄の断面は四角であ

る。ほかに金属製品では寛永通賓(385)と煙管の雁

首(386)がある。
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(14)硲末の遺構

礎石建物 1棟 (SB3)、溝 1条 (SD18)、井

戸 1基 (SE10)、土坑4基 (SK55,_,57• 59)、タ

タキ製マス 1基 (SP 75) がこの時期の遺構であ

る。

礎石建物 SB3はSB2の南に隣接するように建

てられており、棟方向を同じくする (N40°E)南

北棟である。礎石は 1辺0.3mの立方体を偏平にし

た（高さ0.2m)切石で、ほとんどに膊穴が穿って

ある。それなりに精巧な形で柱をしっかり固定した

ことがうかがえるが、 SB2のように布基礎ではな

い。規模は梁行7.2m (4間） X桁行5.55m (3間

5寸）である。

溝 S D18は、調査区南東部で検出された。幅1.4

"'1.8 mと広く、深さは0.3mである。一部しか検出

されていないため、性格は不明だが、幕末の遺物が

多く出士した。

井戸 SElOは唯一石組みの井戸である。直径（石

糾みの内径） 0.5m、深さ3.3m。地山を1.3m挟って

水溜めにし、その上に石を 2mの高さに組み上げて

いる。石の中には五輪塔の地輪もみられる。土器、

陶磁器のほか、漆椀なども出土した。伊勢別街道に

面した家屋にともなう井戸であったろう。

土坑 S K55は調査区の西端で検出された隅丸長方

形の土坑である。長辺3.9mX短辺2.7m、深さ0.5m

と大きい。 SK37• 45と同様、廃棄物を埋めるため

に順次掘られたものであろう。

S K56は調査区の南東部で検出された。ほば長方

形のプランであり、長辺3.6mX短辺1.3m。 2段に

掘られており、深さは0.1"'0.5m。

S K57はSK56のすぐ北に位置する正方形プラン

の土坑である。 1辺3.9m、深さ0.3m。整った形を

しており、底も平らであることから何らかの施設を

想定できる。ただ、近現代のタタキ製マス (SZ87) 

はSK57の一部を埋めて作られており、関連はない

と考えられる。円形加工製品が多数出土したことは

特徴的である。

S K59は調査区の南西部で検出された。形が不定

形で、南北7m、東西4.5m以上、深さ0.1"'0.15 m 

と大きく浅いことから、低い部分を埋めた整地層で

あろうと考えられる。
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タタキ製マス S P75は、内法2.25mX 2.85m、深

さ0.3mと比較的大きい。おそらく水槽であろう。

地山を掘り＜ぽめ、直接土の上に作られている。 S

P74もそうであるが、掘形は広くなくほとんどタタ

キの外辺に接している。

(15)幕末の遺構出土遺物

387• 388は山茶椀で藤澤編年の 5型式の時期のも

のである。 SB3の出土だが、整地の際に混人した

ものであろう。

士師器皿(389,.....,395)はやはり大型（口径12cm:389)

・中型（口径10cm前後： 390・391)・小型（口径 8

cm前後：395)・超小型（口径 7cm以下：392,.....,394)が

ある。超小型の皿は非常に浅い。 395には口縁にす

すが付着する。 400は茶釜で非常に精良な明赤褐色

の胎土である。球状の体部の最も張ったところに鍔

が付きそのすぐ上に釣輪部が付く。外面はハケによ

る調整がなされる。

396,.....,399は瓦質の焙烙である。素地は灰白色、表

面が銀灰色に燻される。口径36cm,.....,39cm、深さは底

SEIO エ (/4- OC 
A y B 

A B 

11 4 

lm 
-- -1 

第32図 SE 10実測図 (1 : 40) 
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部まで復元できる個体がなく推定だが 8cm,..._,8.5cm 

を測る。ゆるやかな弧を描く体部の上方に厚く短い

鍔が付く。鍔の断面は角張り、端部は 1本の稜で2

つの面に分けられる。口縁も短いが、端部は丸くお

さまる。鍔のすぐ上に穿孔される。ユビオサエ後ナ

デによる調整がなされる。体部外面にはすすが付着

している。 401も瓦質の製品である。火鉢とも考え

られるが、全体の形がわからず用途はわからない。

表面は黒色に燻される。 396,..._,399に比べ軟質であ

る。

402,..._,413 は漆器で椀(402• 404,..._,413)と杯(403)で

ある。すべて SE10の出土。体部外面に赤漆で扇

(402) や銀（金？）で家紋(412• 413)を描いたもの

もある。高台内には文字(402• 403• 408)が書かれ

る。高台は高くしっかりしたのもと、小さく低いも

のがある。全体の形は腰部が張った箱型に近いもの

と、底部からゆるやかに体部がたちあがるものがあ

る。器壁も厚いものと薄いものがある。

414・415は木製の紡錘車、 416は用途不明の板材

である。ともに SElOの出上。

陶器には、皿、灯明皿、灯明受皿、碗、鉢、土瓶

などがある。

417•418は高台を有する皿で、 417 の口縁端部は

端反り状となる。 418は丸皿の系統である。 419は灯

明皿で鉄釉がかかる。 420,..._,424ば灯明受皿、 420,..._,

422 は鉄釉• 423• 424は灰釉である。

425,..._,427は碗である。 425は箱形湯呑茶碗で、体

部にはコバルト釉による菊の文が描かれる。妬器質

によく焼締まったもので19世紀末、美濃の製品であ

る。 426は瀬戸産の丸碗で、登窯IX期のもの。灰釉

がかかる。 427は信楽産で幕末のもの。鉄釉で文字

状の文が描かれる。

428• 429は花瓶で、ともに鉄釉がかかる。 429は

登窯V期のもの。

揺鉢(430• 437• 438) は瀬戸産で430• 438は登窯

IX期のもの。 437はV,..._,VI期 (18世紀中期）の混人

品である。 431の鉢は信楽系19世紀のもので鉄釉系

の黄士色の釉がかかる。 432,..._,435も信楽の製品で432

は御神酒徳利、 433,..._,435は土瓶である。やはり19世

紀のもの。 433• 434の体部外面にはトビガンナによ

る装飾がある。 436は無釉の焼締め陶の壺である。
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産地は不明。 439はやはり焼締め陶の口縁部である。

大甕か、あるいは、 SElOから出士しているので井

戸側の可能性もある。口縁端部の断面が逆L字状に

なり、上面に面をなす19世紀のもの。常滑の赤もの

である。

440• 442は砥石で、 442はキメが細かく仕上げ砥

である。 441は硯と思われる。金属製品には、煙管

の雁首と銭（寛永通賓） 2点がある。

磁器には皿・碗・蓋等がある。 446•448は広東碗、

44 7• 449• 452• 454• 458,..._,460• 463は端反碗、 450•

451• 453• 462は丸碗である。体部外面や見込みに

コバルト釉による絵・文が描かれる。 452は九州産

で19世紀中菜、ほかは瀬戸産と思われる。 455は紅

皿のミニチュアで、たとえば雛飾りなどの玩具であ

ろう。 456は端反りの小杯で九州産。 457は水注の蓋

である。 461はコバルト釉で絵の描かれた皿で明治

にはいってからのもの。高台部に「もり川」と墨書

されている。森川姓が近くの一身田付近に多いこと、

当地が窪田宿の一角にあたることを考えると興味深

し‘
゜
464,...._,497は円形加工製品である。最も大きい466

は瀬戸製陶器広東碗の高台部を使ったものだが、全

体としては直径2cm程度の小型品が多くなる。 464

□□ ]-1 
三""d1'lWM岬~~

-----~,,、\

―II 

i(D 

,._,477• 479"-'483が陶器で、 472• 481• 482が信楽産。

478• 484"-'497が磁器を使ったもの。出土遺構は464

"-'467がSElO、468"-'470がSD18、471,._,497がS

K57からである。 SK57から27個もまとまって出土

しているのが注目される。

(16)近代の遺構・時期不明の遺構

近代と考えられる遺構で番号を付したものは、井

戸 5基 (SE 83 ,._, 86• 90)、タタキ製のマス 2韮

(S P 77• S Z 87)である。

井戸 5基のうち、 SE 83,._,86は円形のタタキ製井

戸側をもつ。 SE83• 84は表士除去後に検出された

が、 SE85• 86は地表に井戸側が立ち上がり、コン

クリート製のふたがしてあった。

S E90は陶器の井戸側をもつ。甕の転用ではなく

井戸側専用に焼かれたものであった。常滑焼（真焼

け）であろう。 SK63• S P69に伴うと考え、井戸

側のみ近代に作り代えられたとすると、井戸 (SE

90)、洗い場 (SP69)、上屋に伴う遺構 (SK63) 

がセットになった例とすることができる。

タタキ製マス S P77は、地山を堀くぼめて設置し

てある、内法0.9mX 1.15m、深さ0.45mのがっしり

とした水槽である。タタキの厚さが150mmとほかの

タタキ製マスより原い。側の一部がやや幅広となり

,
 

]／ ゚八ー／
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/
¥
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圃 ゜
20cm 

第36図 近代の遺構・時期不明の遺構出土遺物実測図 (1: 4) 〔498:S K61、499:S K64、 500•501: S P 77〕
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傾斜がつけてある。形状と大小の下駄が出土してい

ることから便槽と考えられる。なお、便槽と考えら

れるタタキ製マスは調杏区北東部にも 2,..._, 3基みら

れる。伊勢別街道沿いの家屋に伴うものであろう。

S Z87は正方形のもので、

置かれていた。

S K57の埋士上に虹接

1辺は2.0m、深さ0.15mの大きさ

だが、厚さは薄い。「蚕の餌の桑の葉をかこってお

くところだ」という地元の人の話があり、

の他の遺構）

かった。

がある。

えられる。

sz （そ

とした。上屋などの施設は確認できな

時期不明の遺構としては土坑2枯 (SK61• 64) 

このうち SK61はSK49とのかかわりが考

S K64は、

坑である。石製品が出士しているが、時期のわかる

出土遺物はない。時代の特定できるほかの遺構との

切り合い関係もない。

0.9m、深さ0.2m。

S K62のすぐ西に位置する上

プランは長方形で、 0.7mX 

(17)近代の遺構・時期不明の遺構出士遺物

498は砥石でSK61出土。途中で折れているが、

よく使い込まれている。六大B遺跡の当地区から砥

石は多数出土しており498も江戸時代（以降） のも

のと思われるが時期決定のできる伴出遺物はなかっ

た。 しゃもじ(499)はSK64出土。 やはり時期決定

のできる伴出遺物はなかった。索木の平らなもので

飯盛りに使われたものである。 500• 501は下駄であ

る。出士地の SP77を便槽と考えれば便所で使われ

たものであろう。 500は子ども用、 501は大人用で双

方とも片方ずつしか出土していない。

(18)包含層出土の遺物

502 は台付甕の底部、 503• 504は韓式系士器片で

ある。当地区南の八大B遺跡B,....,I地区や六大A逍

跡では、弥生・古墳時代の遺構・遺物が検出されて

おり、当地区でも弥生・古墳時代の遺構が存在して

いた可能性はある。それが室町時代中期以降街道沿

いになったために新しく家屋等が造られ破壊された

ものであろう。 505• 506は山皿・山茶椀である。平

安末～鎌倉時代の遺構も街道をへだてた北側の六大

A遺跡A地区で検出されているが、当地区で検出さ

れた遺構は井戸を中心として数は少ない。 507,..._,522

は士師器皿である。口径によって大型・中型・小型・

超小型に分けられる。超小型のうち521• 522はロク

ロ成形である。おそらく江戸時代末のものであろう。

表面が磨耗しているが518もロクロ成形の可能性が

ある。 523は土師質の鉢である。平な底部と垂直にrn, 
異
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たちあがる体部とからなる。口縁部は内側に折り曲

げられる。外面下半はハケ、ほかはナデによる調整

がなされる。 524は瓦質の火鉢で、平らな底部とや

や内湾する体部からなる。 3カ所に脚が付く。 525

は土師器鍋である。ゆるやかに湾曲する体部、わず

かに屈曲し肥厚する頸部、短い口縁、及び折り曲げ

られた口縁端部からなる。 526は軟質の焼物で瓦質

の範疇に人るものであろう。側面に線刻によって蓮

の花が描かれる。全体の形がわからないが仏具の一

種であろう。 527は丸瓦である。上面に 1カ所釘穴

があけられている。当地区からの瓦の出士は少なく、

図化したものはこの 1点のみである。 528は土師質、

529 は焼締め陶の土錘である。 530• 531は土人形。

530は大黒であろうか。 531鳥（鳩か）だが、前半分

であり笛かどうか不明。

陶器は皿・碗など多種多様である。菊皿には、大

窯Vと思われるもの(532)と登窯rn期のもの(533)が

ある。 536 は端反り皿で鉄釉が施される。 538• 541• 

544は刷絵皿である。登窯VI期のもの。内面に呉須

による型紙刷り絵が描かれる。 540• 542は菫ね焼の

ために内面をリング状に釉剥ぎした輪禿げIIll。539

の皿の高台は爪ね焼のために断面逆三角形を呈す

る。 543は妬器質に焼き締まった皿でコバルト釉で

絵が描かれる。高台幅が広くその部分のみ釉がかけ

られていない。 545は信楽産と思われるもので、鉄

釉による文が描かれる。 546,-,551は灯明1IIl、552,_, 

556 ば灯明受IIllである。鉄釉のもの (546• 553)と灰

釉のものとがある。大きさも大・小に分けられそう

である。 548は信楽産と思われる。蓋には返りのな

いもの(557)、返りのあるもの(558)、それに信楽産

土瓶の爺(559)がある。 560,-,565・567は瀬戸産丸碗

で18世紀後半から19世紀のもの。 568は刷毛目装飾

の碗で、九州産と思われる。長崎の現川焼に代表さ

れるが18世紀に流行したものである。広東碗(569"-'

571)は登窯VIll期(569)、IX期(570)X期(571)のもの

である。 572は信楽産の端反小碗で19世紀のもの。

573は産地、時期とも不明だが幅のある高台の畳付

部に 2カ所、高台内に 1カ所「古山」の銘がおされ

る。体部下半は凸凹である。箱型湯呑茶碗(574・575)

は美濃産とおもわれる。素地ば妬器質に焼き締ま

る。 576• 577 は東燭（ひょうそく）、 578• 579は仏

-47-

飯具である。びんだらい(580)はやや小ぶりであ

る。行平鍋(581)は信楽産であろう。体部外面には

すすが付着する。 582は窯道具とすればサヤである

が、香炉として使われたのであろうか。登窯I1期の

ものである。筒型香炉(583) は登窯rn期である。 584•

587はロクロ目の明瞭に残る大形の碗で587には蓋が

付く。 585は御神酒徳利で瀬戸産。 586の徳利は美

濃産と思われ、体部にへこみのある「ぺこかん」で

ある。 588は信楽産と思われる鉢で口縁部が内側に

90゚ 折れ曲がる。体部には鉄釉による文が描かれ

る。

磁器には皿・碗・蓋・小瓶・花瓶がある。皿のう

ち、 590は銅板刷り絵のある大正期のものである。

591は高台輻が広く、コバルト釉で文の描かれる幕

末から明治初のもので、補修の痕がみられる。 592

,_,595の碗と596の小瓶は肥前産である。いずれも18

世紀代のもの。 597• 598は広東碗の蓋である。 603

の蓋には返りと上面の中心からややずれたところに

つまみが付く。 611は端反り碗の蓋である。上面に

コバルト釉で文が描かれる。 599は小ぶりの紅皿で

ある。 600と602は小碗だが、 602は端反りである。

601は花瓶で口縁部を欠く。全面に青磁釉が施され

る。 605• 606は広東碗でどちらも瀬戸産である。端

反り碗 (607"-'614)は、 609が肥前産。ずっしりと

して安定感がある。他は瀬戸産で、 613は色絵、他

はコバルト釉による文が描かれる。

円形加工製品は、包含層からも多量に出土してい

る。 615• 616は山茶椀・山皿を使ったもの。 617と

619 は常滑産の無釉焼き締め陶。 618• 620"-'639は陶

器製で、高台を利用したものが圧倒的に多い。最も

大きい621も底部を使ったものである。 636は鉄釉の

灯明皿を使ったもので周辺部はけずられきれいに面

取りされている。 640"-'652は磁器製である。陶器製

に比べて高台を使ったものは 4 点 (642• 650"-'652) 

と少なく、体部を使った小さなものが多い。 653は

唯一石製である。

654"-'659は石製品である。ナイフ形石器(654)は

チャート製と思われる。他に砥石 (655• 656• 658・ 

659)、硯 (657)がある。

660"-'671は金属製品である。 660と662は鉄釘、 661

は襖の引手状の円形のものであるが、用途は不明。
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IV. 結

1 . 礎石建物について

礎石建物4棟 (SB1,..__.,4)がこの地区で検出さ

れた建物のすべてである。この他にも、調査区北西

部で栗石が間隔をおいて見つかっていたり、北東部

でも石列があったりし、建物の建っていた可能性を

示唆する

SB 1の残った礎石はすべて自然石である。下に

栗石を敷いたもの、礎石がなくなり栗石のみ残った

もの、抜き取り穴だけのもがある。南側3尺5寸は

縁と玄関であったろうか、南辺の礎石の残りが悪く

束柱が何本かあっただろうことを思わせる。西から

3間3尺、北から 2間の位置には大黒柱があったと

考えられ、深さ55cmまで栗石がつめられその上にや

や大きめの礎石がのっていた。大黒柱のラインより

西は「田」の字形の間取り、東は土間であると考え

られ、このあたりの農家の基本的な間取りの「四間
⑳ 

取り」（整形四間型）が想定できる。（第43図）

17世紀の後期は民家建築における大きな転換期で

あり、上層農民逹は大きな経済力を背景により高度
＠ 

な技術と材料とを使って掘立柱建物から礎石建物に

建て替えることが可能になった。 SB1は、約6.5

間X4.5間の規模で建坪約30坪、上層農家層にあた
⑫ 
る。一方、田の字型の間取りが近畿地方で普及する

⑳ 
のは17世紀中頃まで遡る可能性がある。その原形は

前座敷型三間取である。 SB1もこうした状況を背

景に18世紀後菓から19世紀中葉に建て替えられたも

のと思われる。

S Z73は「かまど」（クド）に伴う遺構で、かま

どの近くにあって芝等を保管しておくところであっ

たと考えられる。この固辺の空間は「土間」であり

かまどや流しがしつらえられていたところである。

南東隅は約10cm低くなっており「南東隅士坑」を

想定させる。この地方は牛耕であるため通常家屋の

この位眉を牛小屋にしていた。 SK38等の土坑やS

P74は牛小屋にかかわる遺構であろう。

SB2はSB1とは90゚ 棟方向が違う、対になる

建物である。 4辺とも布拮礎で切石を使い、その多

五
口

1
1
1
1
 

n
 

くには謄穴をあけるなど頑丈なつくりであるところ

から、 SB1にともなう倉を想定できる。しかし、

土蔵であれば防火の観点から瓦葺きになるが、当地

区からの瓦の出土はごく少量である。瓦葺きであり

取り壊しの際瓦を再利用したか調査区外に廃棄した、

あるいは、板葺きないしは草葺きの納屋であったか

の二つが考えられる。出人り口は、妻人であれば南

側、平入りであったとすれば西側に想定してもよい

と思われる。

SB3は、 SB1・2に伴う建物と思われる。礎

石が切石で謄が穿ってあるところから建てられた時

期はSB1• 2より一時期後になると考えられる。

SB3は住居であり SB1の建増しと考える。建増

しした理由は、家族員の増加によりはなれ（隠居屋

等）が必要になったためであろう。規模はSB1よ

り小さく、間取りは田の字を拮本としているようで

あるが確実には想定しがたい。

SB4は、 SB1,...., 3とは棟方向や規模等の点で

異なった建物である。基礎は栗石のみが残っている。

栗石の範囲は一辺約 lmと大がかりであるところか

ら、上部構造は一般の家屋とは異なりより規模の大

きなもの、つまり寺院等を想定することができる。

「伊勢路見取絵図」（東点国立博物館蔵）には「西念

寺」、「安政元年窪田村地図」（個人蔵）には「空

也堂」の名でこの付近に寺が記載されており、これ

らに比定することも可能である。また、この付近の

屋号を「念仏屋」ということも SB4を寺院とする

補強材料になろう。

六大B遺跡A地区の北東150mにある真楽寺境内

ヘヤ Iダイドコ

仏

壇
一寸
床
オクノマ 1ナカノマ

~ 
第43図整形四間型模式図

入口
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には、元の位置は不明だが、「向 空也上人堂」の

道標があり、裏には「延享 2年丑 8月」の年号があ

る。西念寺については、天保4年に成立した「勢陽

五鈴遺瞥」には、「空也堂冷井山西念寺 同処東ノ

田圃ノ中ニアリ鉢敲ノ三五戸此処ニアリ（中略）毎

歳十一月十二日上人ノ忌日法会ヲ修ス窪田村ヨリ点

横ヽンテ諸人詣ス（後略）」とあり、また、大正 7年

につくられた「河藝郡史」には「正念寺址 同上字

不詳にあり、天豪宗に圏し冷井山と琥す、空也上人

の開創なりと｛専ふ、（中略）明治初年寺琥を啜せら

れたるか寺院明細板になし、今庵室を遺す、一に西

念寺に作る」と記述されている。詳細な位置は「字

不詳」であるが、寺があったことは明らかである。

寺は「明治初年」までに廃されたようである。

2 . 窪田宿における遺跡の位置づけ

前述の「絵図」をみると六大B遺跡A地区の街道

沿いに家屋は描かれておらず、小川（溝川？）が街

道を横切って流れている。つまりこのあたりは北か

らきりこんできた谷の南端部にあたり一種の鞍部に

なっていたのではないだろうか。実際当地区から県

道を隔てた北側には東西100mほどの間家並みの途

切れ区間がある。さらにその北には六大A遺跡の大

溝が北を向いて流れていた。

こうした地形の中で街道から南に20,......,30mはなれ

たところが最も高い部分である。そこにまずSB1• 

2、次いでSB3がが建てられたのであろう。 SB

1は生計を街道に依存しないだけでなく、方向も N

40°Eであり街道に沿った方向ではない。六大B遺

跡や六大A遺跡で見つかっている前時代の掘立柱建

物には定まった方向性は見出せなく、 N40°Eがど

のような理由で定まってきたのかはわからない。し

いていえば建物の北沿いの道（水道管埋設溝と同方

向）を意識しているようである。この道は街道から

空也堂へ行くための道であったと思われる。 SD14 

もSB1,....,., 3と同方向であり、屋敷地の西端はここ

までと考えられる。

一方、 SB1,....,., 3より北（街道寄り）に想定される

建物は、幕末以降に建てられたものと思われるが、タ

タキ製マスの方向から街道に沿って建てられていたと

考えられる。 SElOやSP77などが伴う遺構である。

六大B遺跡A地区の場所は窪田宿の中では中心よ

りやや東にあるが、かなりの間街道沿いに家屋はな

く、江戸後期になって南に離れたところに建ち始め

る。街道沿いに家が建つのは幕末まで待たなくては

ならなかったようである。「もり川」の墨書のある

磁器皿や、 SElOから出士した漆椀にも伯字など所

属を表すと考えられる記述があることは宿場と結び

つけられなくもない。従って、当地区は窪田宿の一

角にありながら、出土した遺構と宿場とのかかわり

は幕末以降であると考えられる。

3. タタキ製マスについて

タタキとは、花岡岩・安山岩質の風化上に重量比

第44図 窪田宿にのこる屋号（一部） (1 : 5,000)『伊勢別街道』より
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で30%ほどの消石灰を加えて水でかたく練り、砂利

を加えて練りあげたものをつき棒・しめ木等を用い

て叩き締めたもので、三種類の「土」を混ぜるとこ

ろから「三和士」と呼ばれる。コンクリートが普及

するまで一般に用いられた建材で、「日本永代蔵」

（貞享五年 1688年刊）に「久七に明け暮れたたき

士をさせて……」とあるので、江戸前期にはすでに

使われていたことがわかる。耐久性もありマスや水
⑭ 

槽• 井戸側・石塀・土間打ち等に使われた。

六大B遺跡A地区のタタキ製マスは、その設置状

態から 3つに分類できる。一つ目は、地面を掘り＜

ぼめ、石を敷いた上に造られたもの、二っ目は、地

面を掘り＜ぽめただけで、士の上にじかに造られた

もの、三つ目は、整地された地面の上に直接造られ

たものである。地面を掘りくぼめて造られたものは

壁面が丈夫で、水等の液体を人れるのに適していた

と思われる。下に石を敷くのは不等沈下を防ぐ基礎

の役割をもたせるためであろう。石の有無は時期的

な差と考えられる。出土遺物が少ないため明確では

ないが、新しいものには石を敷くことが少ないよう

な印象を受ける。整地した地面の上に虹接造られた

ものは、桑の葉や芝など比較的軽く、壁面の負担に

ならないものを一時的に囲っておくのに使われたの

であろう。地面の上に置くのでは湿気をよんだり、

新鮮さを保てなかったりして不都合だったと思われ

る。

ところで、六大B遺跡A地区では、相当数のタタ

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 

キ製マスが検出されている。 SB1• 2と方向をほ

ぼ同じにするものだけでも10基以上を数える。造り

替えがありこれらが同時存在していたわけではない

が、常に複数の水槽と考えられるタタキ製マスがS

B 1の周辺にはあった。一般農家としては多過ぎる

数である。農菓と同時に、これらの水槽を使った戦

業を想定できるのではないだろうか。砥石も数多く

見つかっているところから、例えば農具やそのほか

の刃物を研ぐ「研ぎ屋」を一例として考えることが

できよう。初めはSB2の西側のSK49• 61・SP 

71• 75などと SD14の間が作業場所で、次いでSB

1の南側のタタキ製マス群とその南の前庭が作業場

所になっていたのであろうか。

4 . ± 師器皿と円形加工製品について

図化した士師器皿は、近世初頭26点、江戸前期 7

点、江戸中期21点、江戸中期～後期22点、江戸後期

16点、幕末7点である。この他に包含層出土16点が

ある。これらは、その口径から大型（口径12cm)、

中型（口径10cm)、小型（口径8cm)、超小型（口径

6 cm)に分けたが、時代別の比率は第45図のとおり

である。この図から、土師器皿の大きさは大型・中

型からしだいに小型へ、さらに超小型へと移ってく

ることがわかる。

士師器皿の用途を灯明皿とすると、この変化は、

陶器の灯明1IIlや東燭などの出現によって灯明1IIlを士

師器に依存する割合が変化したものであると考えら

近世初頭 江戸前期 江戸中期江戸中～後 江戸後期 幕末
第45図土師器皿の口径の変化

-51-



れよう。土師器の灯明皿はしだいに一時的に使用す

る補助的ば灯として使われるようになり、従って大

きさも小さくてすむようになっていったのではない

だろうか。

一方、円形加T鬼製品は、近世初頭に 5点、江戸前

期に 1点、中期に 4点、中期～後期には21点と爆発

的に増加する。ここまでは、陶器製で直径4,......,5 cm 

(III 調査の成果）

註

程度のものが多い。後期にはいると12点あるが、内

3点は磁器製で直径 2,..._, 3 cmである。幕末になると

34点中、磁器製のものは15点とさらに増える。円形
⑮ 

加工製品の用途の一つに「灯明芯のおさえ」がある

が、後期～幕末に虹径の小さなものが増加すること

は士師器灯明皿の小型化と無関係ではないと思われ

る。

⑭ 江戸時代の区分は、井上喜久男『尾張陶磁』ニュー・サイエンス社 1992年 による。

⑬ 藤澤良祐「瀬戸古窯址群 I」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要 I』瀬戸市歴史民俗資料館 1982年

⑯ 井上喜久男『尾張陶磁』ニュー・サイエンス社 1992年

⑰ ⑱に同じ

證 中野睛久「近世常滑焼における甕の編年的研究ノート」『常滑市民俗資料館研究紀要 1I』常滑市教育

委員会 1986年

謹 赤羽一郎『常滑焼ー中世窯の様相』考占学ライブラリー23 ニュー・サイエンス社 1984年

(N 結語）

⑳ 若林英郎「第六章 住居」『津市の民俗J]伊勢民俗学会 1983年

⑳ 清水摘『日本の美術287民家と町並み 関東・中部」至文堂 1990年

⑫ 宮本長二郎『日本の美術288民家と町並み 近畿』至文堂 1990年

⑳ ⑳に同じ

⑳ 飯塚一雄『技術文化の博物誌』柏書房株式会社 1982年

⑮ 山口 格他『四ツ野c遺跡発掘調査報告』津市教育委員会 1997年
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2
3
3
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 S
K
3
7
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5
Y
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/
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5
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遥
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分
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地
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径
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忘
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地

釉
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1
1
9
-
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8
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K
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7
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院
）
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台
部
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釉

2
7
0
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9
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1

0
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K
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7
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器
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椀
）

5
5
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4
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部
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釉

27
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-
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2
 S
K
2
8
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製
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院
）
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3
 

3
 7
 5
 

台
部
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2
 
1
2
0
-
0
7
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8
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器
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2
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3
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-
0
6
 S
K
2
8
 
陶
器

円
形
加
工
製
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）
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5
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部
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2
7
4
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3
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K
2
8
 
燒
締
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甕
）
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部
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用

2
7
5
 
1
2
0
-
0
8
 S
K
2
8
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器
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形
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製
品
（
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つ
）

4
8
 

4
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0
 

体面
部
利
用

2
7
6
 
1
2
0
-
0
1
 S
K
2
8
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器
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形
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製
品
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祝
）

6
9
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2
 3
 

台
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用
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面
中
央
に
刻
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文

2
7
7
 
1
2
0
-
0
5
 S
K
2
8
 
陶
器

円
形
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工
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（
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つ
）

4
6
 

3
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｛
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用

2
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8
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-
0
4
 S
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8
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用

2
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0

4
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K
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9
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台
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K
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0
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製
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9
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0
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0
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0
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0
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0

9
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面
か
ら
の
打
ち
損
じ
と

考面
え
ら
れ
る
欠
落
部
有

2
8
7
 
1
1
9
-
0
7
 P
it
89
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
天
目
茶
院
）
4
3
 

2
4
 7
 

台
部
利
用

2
8
8
 
1
2
1
-
0
3
 S
P
7
0
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
皿
）

10
 4
 

75
 8
 

忘
台
部
利
用

2
8
9
 
1

3
0

~
0

1
 S
K
6
3
 
石
製
品

砥
石

(
1
0
0
)
 

3
9
 
2
5
 

仕
上
砥
?
4
面
に
使
用
痕
鉢

2
9
0
 
1
3
0
-
0
4
 S
K
4
2
 
石
製
品

砥
石

(9
 2
)
 

3
0
 

1
4
 

表
表
に
使
用
痕
跡
、
両
側
面
に
切
断
痕

29
1 
1
3
1
-
0
6
 S
P
7
1
 
石
製
品

砥
石

(9
 9
) 

2
 1
 
2
 1
 

中
砥
4
面
に
使
用
痕
跡

2
9
2
 
1
3
0
-
0
3
 S
K
2
7
 
石
製
品

砥
石

(7
 8
)
 

3
8
 
2
 1
 

仕
上
砥
つ
3
面
に
使
用
痕
跡

2
9
3
 
1
2
9
-
0
1
 S
K
3
4
 
石
製
品

砥
石

(
8
 5)
 

2
 1
 
1
 9
 

仕
上
砥
つ
4
面
に
使
用
痕
有

2
9
4
 
1
3
3
-
0
5
 S
K
2
7
 
金
属
製
品
煙
管
（
雁
首
）

2
9
5
 
1
3
3
-
0
6
 S
K
2
7
 
金
属
製
品
煙
筐
（
寛g
吸
口
）

2
9
6
 
7

3
3

~
1

1
 S
K
2
7
 
金
墨
師
製
品
銭
永
通
資
）

2
9
7
 0
4
4
-
0
1
 S
K
3
8
 
土
器

皿
7
8
 

1
 2
 
並
(
~
2
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
7
S
Y
R
S
/
6
 

1
0
0
 

口
縁
部
に
油
煙
付
若
灯
明
皿
と
し
て
使
用

2
9
8
 0
4
4
-
0
2
 S
K
3
8
 
土
師
器

皿
8
 1
 

1
 3
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）

黄
橙
7
5
Y
R
8
/
8
 

1
0
0
 

ロ
縁
部
に
油
煙
付
堕
煙
灯
明
皿
と
し
て
使
用

2
9
9
 0
4
4
-
0
3
 S
K
3
8
 
土
師
器

皿
7
 3
 

1
 
6
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
少
含
）

灰
白
2
S
Y
B
/
2
 

8
0
 

口
縁
部
に
一
部
油
付
着
灯
明
皿
と
し
て
使
用

3
0
0
 0
4
4
-
0
4
 S
K
3
8
 
土
師
器

皿
9.
4 

7
4
 

2
4
 
密

淡
黄
2
5
Y
8
/
3
 

8
0
 

5
7
 

30
1 
0
4
4
-
0
5
 S
K
3
8
 
土
師
器

皿
10
 8
 

1
9
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
少
含
）

に
ぷ
い
橙
7
5
Y
R
7
/
4
 

7
0
 

口
緑
部
に
油
煙
付
着
灯
明
皿
と
し
て
使
用

3
0
2
 
1
4
3
-
0
2
 S
K
4
5
 
土
師
器

皿
(1
1 
3)
 

1
 9
 
や
や
粗
(
-
I
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
1
0
Y
8
/
3

5
0
 

3
0
3
 
1

4
3

~
0

3
 S
K
4
5
 
土
師
器

皿
8
5
 

1
5
 
緻:+
a璽
密
(
-
4
m
m
砂
粒
含
）

橙
5
Y
7
/
6

5
0
 

ロ
縁
部
歪
有

3
0
4
 
0
6
4
-
0
1
 S
K
4
6
 
土
師
器

皿
(1
1 
5)
 

2
0
 

橙匝
5
 Y
 R
 7
 
/
 6
 

3
0
5
 0

8
3

~
0

1
 S
K
4
9
 
土
師
器

皿
6
8
 

1
 3
 
(
-
I
m
m
砂
粒
含
）

7
 5
Y
R
7
 /
6
 

ほ
ぽ
1
0
0

3
0
6
 0
8
6
-
0
1
 S
K
5
0
 
土
師
器

皿
5
8
 

2
0
 

1
 
5
 
や
や
密
(
-
2
5
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
7
5
Y
R
8
/
6
 

1
0
0
 

ロ
縁
部
歪
有

3
0
7
 0

8
6

~
0

2
 S
K
5
0
 
土
師
器

皿
6
0
 

1
 9
 
1
 
2
 
密
(
-
3
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
再
7
 5
Y
R
8
/
4
 

1
0
0
 

ロ
縁
部
歪
有

3
0
8
 0
8
6
-
0
3
 S
K
5
0
 
土
師
器

皿
5
9
 

1
 
7
 

1
 
3
 
や
や
密
(
-
1
S
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
7
 5
Y
R
8
/
6
 

1
0
0
 

ロ
縁
部
歪
有
口
縁
部
に
油
煙

3
0
9
 0
9
4
-
0
4
 S
K
5
2
 
土
師
器

皿
5
8
 

0
9
 
や
や
粗

浅
黄
橙
l
O
Y
R
B
/
3

3
1
0
 0

9
4

~
0

2
 S
K
5
3
 
土
師
器

皿
7
 1
 

1
 0
 
並

再橙
5
 Y
 R
 6
 /
 8
 

31
1 
0
9
4
-
0
3
 S
K
5
3
 
土
師
器

皿
6
9
 

1
3
 

喜

7
 5
Y
R
7
 /
6
 

3
1
2
 
1

0
4

~
0

1
 S
K
7
3
 
土
師
器

灯
明
皿

5
9
 

0
9
 

に
ぷ
い
橙
5
Y
R
7
/
3

9
0
 

3
1
3
 0
9
0
-
0
1
 S
8
1
 
土
師
器

編
(2
4 
9)
 

や
や
密
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）
内
卓
ふ
灰
い
褐
橙
77
 5
Y
R
5
/
2
 

2
5
 

口
縁
部
歪
有

外
5
R
2
/
1

3
1
4
 0

4
5

~
0

1
 S
K
3
8
 
土
師
器
闘

(
3
8
 4
) 

並
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）

に
5
Y
R
6
/
4

口
縁
部
2
5
住｛
本匪
部
わ
す
か

外
面
双
付
登着

3
1
5
 0
4
5
-
0
2
 S
K
3
8
 
土
師
器

I、
37
8
)
 

や
や
密
(
~
1
m
m
砂
粒
少
含
）

橙
7
5
Y
R
6
/
6
 

口
縁
部
2
0
わ
ず
か

外
面
ス
ス
付

3
1
6
 0
4
5
-
0
3
 S
K
3
8
 
土
師
器

焙
烙

(
4
2
 4
)
 

並
(
~
2
m
m
砂
粒
含
）

橙
7
5
Y
R
6
/
6
 

口
縁
部
-
i本
部
15

外
面
ス
ス
付
着

3
1
7
 0
4
4
-
0
6
 S
K
3
8
 
陶
器

皿
10
 5
 

6
 3
 
2
2
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
5
Y
7
/
1

オ
リ
ー
フ
褐
2
5
Y
4
/
3
 

6
0
 

瀬
戸
美
濃
1
8
C
末

3
1
8
 0
6
9
-
0
3
 S
K
3
8
 
陶
器

輪
禿
皿

(
1
2
 4
)
 
(6
 O
J 

3
2
 
や
や
密
(
~
1
5
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
1
0
Y
8
/
1

透
明

瀬
戸

3
1
9
 
1
4
7
-
0
4
 S
K
4
5
 
陶
器

院
？

6
2
 

緻
密

白
N
9
/
0

灰
白
2
5
Y
B
/
1
 

底
部
6
5

3
2
0
 
1

4
1

~
0

4
 S
K
4
5
 
陶
器

灯
明
受
皿

7
 3
 

3
2
 

I
 
6
 
宦¥'I'; 

灰
白
l
O
Y
R
B
/
1

暗
赤
褐
5
Y
R
3
/
4

ほ
ぽ
1
0
0

鉄
釉

32
1 
1
4
1
-
0
3
 S
K
4
5
 
陶
器

灯
明
受
皿

7
 5
 

3
5
 

1
 
6
 

に
ぷ
い
褐
7
5
Y
R
6
/
3
 

極
暗
赤
褐
2
5
Y
R
2
/
4
 

1
0
0
 

鉄
釉

3
2
2
 
1
4
1
-
0
6
 S
K
4
5
 
陶
器

灯
明
受
皿

9
9
 

4
3
 

2
3
 
塁在；

灰
白
1
0
Y
R
7
/
1

赤
褐
5
Y
R
4
/
8

ほ
ぽ
1
0
0

鉄
釉

3
2
3
 
1
5
5
-
0
1
 S
K
4
8
 
陶
器

灯
明
皿

9
3
 

4
3
 

I
 g
 

疇誓
7
 5
Y
3
/
4
 

1
0
0
 

3
2
4
 0

8
5

~
0

7
 
S
K
5
1
 
陶
器

灯
明
受
皿

8
 7
 

(
4
 8)
 

2
 7
 
密

赤
1
0
R
4
/
4

底
部
3
0

瀬
戸

1
9
C
初

油
の
通
り
口
が
焼
成
訓
こ
3
ヶ
所
あ
け
ら
れ
て
い
る

3
2
5
 0
9
4
-
0
5
 S
K
5
2
 
陶
器

灯
明
皿

9
0
 

4
1
 

1
9
 
塁if,' 

明
灰
5
B
G
7
/
1

暗
赤
褐
5
Y
R
3
/
3

Ii 
1
9
C
 

鉄
釉
登
vm

3
2
6
 0
4
8
-
0
1
 S
K
5
4
 
陶
器

灯
明
受
皿

(9
 0
) 

3
6
 

I
 7
 

灰
5
Y
6
/
1

に
ぷ
い
赤
褐
5
Y
R
4
/
4

2
5
 

3
2
7
 
1
0
0
-
0
1
 S
B
l
 
陶
器

碇
(1
1 
3)
 

4
0
 
4
 6
 
密

灰
白
5
Y
8
/
2

釉
透
明

4
0
 

鉄
釉
の
型
紙
ス
リ
紙
に
呉
須
が
入
る

染
付
暗
オ
リ
ー
ブ
5
Y
4
/
3

底
部
に
へ
う
記
号
登
v

3
2
8
 
1
1
0
-
0
5
 S
P
7
4
 
陶
器

広
東
碇

5
4
 

密
灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

釉
染
付
透
暗
明青
灰
5
B
G
3
/
1
5
0
 

瀬
戸

1
9
C
 

3
2
9
 0
4
4
-
0
8
 S
K
3
8
 
陶
器

小
院

(
7
 5
) 

4
 7
 
5
0
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
少
含
）

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

灰
白
7
5
Y
8
/
2
 

ロ
縁
部
4
0
西忘
台
部
1
0
0

瀬
戸
美
濃

1
7
C＇ 削

灰
釉

3
3
0
 0
4
4
-
0
7
 S
K
3
8
 
陶
器

丸
硯

(9
 3
) 

4
6
 
6
4
 
並
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
2
5
Y
B
/
2
 

に
ぷ
い
赤
褐
5
Y
R
4
/
3

口
縁
部
4
0
台
部
1
0
0

瀬
戸
美
濃

I
B
C
 

33
1 
0
4
4
-
0
9
 S
K
3
8
 
陶
器

丸
碗

9
4
 

4
3
 

6
0
 
並
(
~
l
m
m
砂
粒
少
含
）

灰
白
5
Y
7
/
1

灰
白
7
5
Y
7
 /
2
 

ほ
ぽ
1
0
0

瀬
戸
美
濃
1
8
C
 

高
台
部
は
「
加
工
忘
台
」
状
に
な
る
御
深
井
釉

3
3
2
 0
9
5
-
0
4
 S
K
7
3
 
陶
器

広
東
院

4
8
 

並
灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

釉
灰
白
7
5
Y
7
 /1
 

瀬
戸

染
付
青
灰
5
8
6
/
1

3
3
3
 0
4
1
-
0
3
 S
K
3
9
 
陶
器

丸
院

(9
 0
) 

3
2
 
5
5
 
並
(
~
2
m
m
砂
粒
含
）

淡
黄
5
Y
8
/
3

灰
白
7
5
Y
7
 /
 I
 

口
縁
部
5
0
忘
台
1
0
0

瀬
戸
美
濃
1
 
8
 C
 後末

3
3
4
 0
7
6
-
0
1
 S
K
4
1
 
陶
器

丸
院

(8
 7
)
 

3
5
 

5
9
 
や
や
密
(
-
2
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

明
緑
灰
1
0
G
Y
8
/
1

底
部
1
0
0

瀬
戸

1
8
C
 

登
VI
I

第
8
表
遺
物
観
察
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図
版
登
録
番
号
遺
構
区
分

器
種

法
量

(c
m)
 

胎
土

色
訊
l

残
存
度
（
％
）

産
地
年
代

偏
考

番
号

口
径

底
径

器
忘

素
地

釉

3
3
5
 
1
5
1
-
0
1
 S
K
4
5
 
陶
器

丸
硯

8
8
 

4
 1
 
5
6
 
密

灰
白
7
5
Y
8
'
I
 

浅
黄
7
5
Y
7
/
3

忘
台
部
10
0
口
縁
部
13

瀬
戸

I
B
C
後

3
3
6
 
1
4
1
-
0
2
 S
K
4
5
 
陶
器

土
瓶
蓋

12
 
1
 
〔
10
0
〕
2
6
 
←i'f.←
 '
 

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

明
緑
灰
I
O
G
Y
7
/
1

ill
部
欠

3
3
7
 
1
5
3
-
0
2
 S
K
4
5
 
陶
器

院
15
 0
 
7
 I
 
8
6
 
並

オ
リ
ー
ブ
黄
7
5
Y
6
/
3
 

20
 

瀬
戸

3
3
8
 
1
4
7
-
0
1
 S
K
4
5
 
陶
器

香
炉

6
6
 

緻
密

灰
5
Y
5
/
1

暗
褐
1
0
Y
R
3
/
3

3
3
9
 
1

4
0

~
0

5
 S
K
4
5
 
陶
器

鉢
つ

(1
7 
5
)
 

緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
 1
 

黄
5
Y
7
/
6

3
4
0
 0

9
5

~
0

1
 S
K
7
3
 
陶
器

芸ヽ鸞
Z

4
8
 

3.
0 

I
 
7
 
密

灰
白
N
9
/
1

暗
赤
褐
5
Y
R
3
/
3

鉄
釉

34
1 
1
5
1
-
0
2
 S
K
4
5
 
陶
器

院
4
 5
 

緻
密

浅
黄
7
5
Y
7
 /
3 

芭底
台
部
10
0
j本
部
下
半
2
0
侶
楽

束
煉
風

3
4
2
 
1
4
5
-
0
1
 S
K
4
5
 
陶
器

花
筒
つ

5
4
 

緻
密

灰
白
7
5
Y
R
8
/
2
 

黒
I7
/
1
橙
7
5
Y
R
6
/
8
 

部
10
0

3
4
3
 
7
 5
5

~
0

2
 S
K
4
8
 
焼
締
陶

不
明

15
 8
 

並
黄
橙
7
5
Y
R
7
/
8

3
4
4
 
1
5
4
-
0
1
 S
K
4
8
 
焼
締
陶

甕
(2
5 
0)
 

並
赤
l
O
R
S
/
6

15
 

常
滑

3
4
5
 
1
0
2
-
0
1
 S
B
4
 
陶
器

襦
鉢

(3
7 
0)
 

や
や
密吾

暗
赤
弄
褐
褐
5
Y
R
3
/
6
 

口
縁
部
～
上
部
15

3
4
6
 
1
0
2
-
0
2
 S
8
4
 
陶
器

襦
鉢

(3
9 
0)
 

や
や

暗
5
Y
R
3
/
4

口
縁
部
～
上
部
15
以
下

3
4
7
 
1
0
8
-
0
1
 S
K
4
3
 
土
製
品

土
笛
（
鳩
）

密
灰
白
2
S
Y
B
/
2
 

10
0 

3
4
8
 0
8
6
-
0
4
 S
K
5
0
 
土
製
品

土
人
形
（
布
袋
）

密
(
-
I
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
7
5
Y
R
8
/
3
 

下
半
部
10
0

3
4
9
 
1

2
5

~
0

7
 S
B
l
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
現
）

5
4
 

2
2
 6
 

瀬
戸

翌喜I
 
台
部
利
用
鉄
錆
釉

3
5
0
 
1
2
5
-
0
6
 S
8
1
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
祝
）

5
8
 

3
4
0
 

瀬
戸

1
8
C
末

台
部
利
用

35
1 
1
2
5
-
0
4
 S
B
l
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
天
目
茶
院
）
4
3
 

9
 1
 

瀬
戸

台
塑
部
利
用

3
5
2
 
1
2
5
-
0
5
 S
B
1
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
院
）

4
2
 

14
 9
 

瀬
戸

1
6
C
 

台
利
用

3
5
3
 
1
2
3
-
0
9
 S
B
2
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
皿
つ
）

7
8
 

71
 
9
 

台
部
利
用

3
5
4
 
1
2
5
-
0
3
 S
B
2
 
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
院
）

5
3
 

2
2
0
 

瀬
戸

芭忘
台
部
利
用
鉄
錨
釉

3
5
5
 
1
2
3
-
0
7
 S
B
2
 
磁
器

円
形
加
工
製
品
（
院
）

5
 7
 

3
9
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密
灰
黄
2
5
Y
7
/
2
 

嵩
台
部
の
み

5
0
7
 0

6
8

~
0

8
 包
含
層
土
師
器

灯
明
皿

(
1
2
 5
)
 

3
 1
 
や
や
密
(
~
I
m
m
砂
粒
含
）

内
浅
黄
橙
I
O
Y
R
B
/
3

口
縁
一
部
と
底
部
に
ス
ス
付
着

外
灰
白
2
5
Y
8
/
1
 

5
0
8
 0
6
8
-
0
9
 包
含
層
土
師
器

皿
10
 9
 

I
 9
 
並
(
-
I
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
7
5
Y
R
8
1
2
 

5
0
9
 
1
0
6
-
0
4
 包
含
層
土
師
器

皿
11
 4
 

2
 1
 
並
(
~
2
m
m
砂
粒
石
英
長
石
含
）
灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

5
0
 

5
1
0
 
1

0
6

~
0

3
 包
含
否
層
土
師
器

皿
(
1
0
4
)
 

2
4
 

密吾吾
((
~~
I5
mm
mm
砂砂
粒粒
含石
）
英
含
）

灰
白
7
5
Y
8
/
2

5
0
 

51
1 
0
6
8
-
0
4
 包
層
土
師
器

皿
9
6
 

2
2
 

浅
黄
橙
I
O
Y
R
S
.
1
4

5
1
2
 
1
0
7
-
0
6
 包
含
層
遭
器

皿
(
1
0
 2)
 

1
 
4
 

淡
橙
5
Y
R
8
/
4

5
0
 

5
1
3
 
7
 7
4

~
0

2
 包
含
層
土
器

灯
明
皿

9
4
 

1
 
8
 
密吾
（
砂
粒
少
含
）

橙
5
Y
R
6
/
6

1
0
0
 

ロ
縁
部
に
ス
ス
付
着

5
1
4
 
1
7
4
-
0
3
 包
含
層
土
師
器

灯
明
皿

7
7
 

2
0
 

浅
黄
橙
7
5
Y
R
8
/
3
 

1
0
0
 

ス
ス
付
着

5
1
5
 
1
0
7
-
0
4
 包
含
層
土
師
器

皿
8
0
 

I
 6
 
並
(
-
l
m
m
砂
粒
長
石
含
）

内
灰
白
I
O
Y
R
B
/
2

8
0
 

外
灰
白
7
S
Y
R
B
/
1
 

5
1
6
 1

0
7

~
0

3
 包
〗含屈
土
師
器

皿
8
0
 

1
5
 
並
(
-
l
m
m
砂
粒
長
石
含
）

灰
白
l
O
Y
R
B
/
2

9
0
 

5
1
7
 
1
0
6
-
0
2
 包
層
土
師
器

皿
8.
0 

5
5
 

1
5
 
並
(
~
l
m
m
砂
粒
石
英
長
石
含
）
灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

8
0
 

5
1
8
 
1
7
3
-
0
2
 包
層
土
師
器

皿
6
9
 

3
2
 

1
 7
 
や
や
密

浅
黄
橙
I
O
Y
R
B
/
3

8
0
 

ロ
ク
ロ
成
形
？

5
1
9
 
1
0
6
-
0
1
 包
層
土
師
器

皿
7
0
 

0
8
 
密

橙
5
Y
R
7
/
6
 

5
0
 

5
2
0
 0
6
8
-
0
5
 包
含
層
土
師
器

皿
5
 7
 

1
 0
 
や
や
密
(
~
l
m
m
砂
粒
含
）

橙
5
Y
R
7
,
8
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図
版
登
録
番
号
遺
構
区
分

器
種

法
羅

(c
m)
 

胎
土

色
調

残
存
度
（
％
）

産
地
年
代

偏
考

番
号

口
径

底
径

器
忘

素
地

釉

52
1 
0
6
9
-
0
1
 包
含
層
土
師
器

灯
明
皿

6
3
 

3
6
 
1
 
4
 
や
や
密
(
~
I
m
m
砂
粒
含
）

浅
黄
橙
7
5
Y
R
8
,
 4
 

ロ
縁
部
に
一
部
双
付
着

5
2
2
 
1
0
7
-
0
1
 包
含
層
土
師
器

皿
8
0
 

3
4
 
I
 
5
 
や
や
密

浅
黄
橙
7
5
Y
R
8
,
 3
 

75
 

灯
明
皿
と
し
て
使
用
つ
ロ
ク
ロ
整
形
口
縁
部
ス
ス
付
着

5
2
3
 
1
7
6
-
0
2
 包
含
層
焼
締
陶

火
舎

(1
9 
8
)
 
17
 4
 
12
 2
密

赤
橙
I
O
R
6
,
8

ロ
縁
部
-
i本
部
65
欠

底
部
外
面
に
砂
圧
痕
有
1本
部
内
面
に
ス
ス
付
着

5
2
4
 
1
1
5
-
0
4
 包
含
層
瓦
質

火
鉢

16
 6
 
14
 6
 
9
2
 
や
や
粗

慌
成
色
黒
色
胎
土
灰
白
S
Y
B
/
1

脚
が
3
ヶ
所

5
2
5
 0
8
9
-
0
1
 包
含
層
土
師
器
焙
烙

(3
8 
5)
 

や
や
密
(
~
S
m
m
砂
粒
含
）

内
に
ぷ
黄
い
褐
黄 I
O橙
Y
RI
O
Y
R
7
/
4
 

外
灰

6
/
2
 

口
縁
部
5
0

外
面
ス
ス
付
着

5
2
6
 
1
7
8
-
0
2
 包
含
層
土
製
品
？
仏
具
つ

や
や
粗

浅
黄
橙
1
0
Y
R
8
/
3

5
2
7
 
1
6
6
-
0
2
 包
含
層
土
製
品

丸
瓦

密
灰
白
2
5
Y
7
/
1

暗
緑
灰
5
G
4
/
1

5
2
8
 0
9
1
-
0
3
 包
含
層
土
製
品

土
籍

最
大
径
1
6

長
4
6
や
や
密
(
-
1
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
1
0
Y
R
8
/
2

ほ
ぽ
10
0

5
2
9
 
1
6
6
-
0
1
 包
含
層
燒
締
陶

土
籍

長
5
4
最
大
径
3
I
 
孔
径
1
8
密

緑
黒
1
0
G
2
/
1

5
3
0
 
1
7
5
-
0
6
 包
含
層
土
製
品

土
人
形
（
大
黒
？
）

や
や
密

に
ぷ
い
橙
7
5
Y
R
7
/
4
 

頭
部
の
み

53
1 
0
9
1
-
0
4
 包
含
層
土
製
品

土
人
形

密
橙
7
5
Y
R
7
/
6

鳩
つ

5
3
2
 
1

0
9

~
0

5
 包
含
層
陶
器

菊
皿

12
 7
 
8
 I
 
3
 I
 
並
(
-
I
m
m
砂
粒
長
石
等
含
）

灰
白
5
Y
7
/
2

灰
白
7
5
Y
7
/
2
 

5
3
3
 
1
1
3
-
0
5
 包
含
層
陶
器

菊
皿

13
 
1
 
6
8
 
2
9
 
並

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

白
に
近
い
灰
白
7
S
Y
B
/
1
 

3
0
 

登
rn

1
7
C
後

5
3
4
 
1
7
4
-
0
4
 包
含
層
陶
器

皿
(1
1 
5)
 

6
8
 
2
5
 
や
や
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1

25
 

5
3
5
 
1
7
4
-
0
1
 包
含
層
陶
器

丸
皿

10
 4
 

5
4
 
2
4
 
塁i'I'.' 

に
ぶ
い
褐
7
5
Y
R
5
/
3
 

明
黄
褐
1
0
Y
R
6
/
8

65
 

5
3
6
 
1

6
1

~
0

1
 包
含
層
陶
器

皿
(I
O 
5)
 
(
4
 6)
 
2
5
 

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

赤
遇
褐
5
Y
R
4
/
6
 

25
 

瀬
戸

鉄
釉

5
3
7
 
1
1
2
-
0
7
 包
含
層
陶
器

皿
7
4
 

4
0
 
1
 
8
 
並

に
ぷ
い
黄
橙
1
0
Y
R
7
/
3

赤
5
Y
R
4
/
6

瀬
F

鉄
釉

5
3
8
 
1
1
7
-
0
1
 包
含
層
陶
器

皿
(1
3 
2
)
 
5
7
 
3
 6
 
緻
密

灰
白
2
S
G
Y
B
/
1
 

灰
白
7
5
Y
7
 /
2
 

底
部
10
0
口
縁
部
25

呉
須
型
紙
刷
絵

5
3
9
 
1
7
5
-
0
7
 包
含
層
陶
器

皿
1
2
 5
 

6
0
 
3
 1
 
並

灰
5
Y
5
/
1

灰
白
7
5
Y
7
/
2
 

5
4
0
 0
6
9
-
0
2
 包
含
層
陶
器

輪
禿
皿

12
 8
 

5
7
 
2
9
 
や
や
密
(
~
2
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
7
5
y
3
1
2
 

透
明

瀬
戸

5
4
0
 
1
7
7
-
0
1
 包
含
層
陶
器

皿
11
 6
 

4
4
 
3
0
 
緻
密

灰
白
N
S

明
緑
灰
7
S
G
Y
S
/
1
 

見
込
型
紙
刷
絵

54
1 
0
6
9
-
0
4
 包
含
層
陶
器

皿
12
 4
 

6
8
 
3.
0 
や
や
密
(
-
¥
m
m
砂
粒
含
）

灰
1
0
Y
6
/
1

明
緑
灰
7
5
G
Y
8
/
1
 

瀬
戸

見
込
型
紙
刷
絵

5
4
2
 0
6
9
-
0
5
 包
含
層
陶
器

輪
禿
皿

11
 
5
 

5
3
 
3
5
 
並
(
~
2
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
7
5
Y
8
/
 1
 

明
緑
灰
1
0
G
Y
8
/
1

瀬
戸

5
4
3
 
1
1
0
-
0
4
 包
含
層
陶
器

染
付
皿

13
 6
 

8
4
 
3
2
 
密

灰
白
5
Y
7
/
1

釉
染
付
透
藍
明青

5
0
 

美
濃
？

5
4
5
 0
7
0
-
0
1
 包
含
層
陶
器

皿
(1
2 
5
)
 
6
0
 
2
 7
 
や
や
密
(
~
I
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
1
0
Y
7
/
l

灰
白
5
G
Y
8
/
I

信
楽

5
4
6
 
1
0
1
-
0
1
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

9
8
 

4
0
 
2.
0 
並

灰
白
N
B
/
1

明
赤
褐
5
Y
R
5
/
6

薄
く
鉄
釉

5
4
7
 
1
1
3
-
0
1
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

9
8
 

4
5
 
2
 I
 
闘

淡
黄
5
Y
8
/
3

灰
白
2
5
Y
8
/
1
 

10
0 

5
4
8
 
1
1
6
-
0
4
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

8
4
 

2
9
 
1
 9
 

灰
白
l
O
Y
S
/
2

淡
黄
7
5
Y
8
/
3
 

10
0 

瀬
戸
美
濃
つ

|
 

6
1
 

5
4
9
 
1
1
3
-
0
2
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

8
4
 

3.
0 

1
 7
 

日
灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

灰
白
5
G
Y
8
/
1

10
0 

ス
ス
付
着

5
5
0
 
1
1
3
-
0
3
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

6
2
 

2
2
 
1
 
5
 

灰
白
7
5
Y
B
/
1
 

灰
白
2
5
G
Y
8
/
1
 

10
0 

ス
ス
付
着

55
1 
1
0
9
-
0
2
 包
含
層
陶
器

灯
明
皿

6
8
 

2
8
 
1
 
5
 

淡
黄
2
5
Y
8
/
3
 

灰
白
S
Y
B
/
1

ほ
ぽ
10
0

5
5
2
 
1
1
3
-
0
4
 包
含
層
陶
器

灯
明
受
皿

6
1
 

2
9
 
1
 
4
 
緻
密

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

灰
白
2
S
Y
B
/
1
 

5
5
3
 
1
1
1
-
0
8
 包
含
層
闘

灯
明
受
皿

9
6
 

4
5
 
1
8
 
密

灰
5
Y
6
/
1

暗
尭
黄
摂5
Y旦8
/
R
3
/
6
 

美
濃
つ

鉄
釉

5
5
4
 
1
1
3
-
0
9
 包
含
層

灯
明
受
皿

6
9
 

2
8
 
I
 
3
 
緻
密

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

淡
3

ロ
縁
部
一
部
欠

5
5
5
 
1
1
6
-
0
5
 包
含
層
陶
器

灯
明
受
皿

7
4
 

3
2
 
1
 7
 

紫
灰
5
P
6
/
1

暗
壺
褐
褐
2
5
Y
R
3
/
4
 

50
 

美
濃
？

鉄
釉

5
5
6
 
1
0
1
-
0
2
 包
含
層
陶
器

灯
明
受
皿

6
8
 

2
9
 
1
4
 
並

灰
白
N
7
/
l

赤
5
Y
R
4
/
8

薄
く
鉄
釉

5
5
7
 
1
7
9
-
0
3
 包
含
層
陶
器

去一
9
2
 

2
4
 

並
灰
白
2
5
G
Y
8
/
i
 

灰
白
7
5
Y
8
/
2
 

5
5
8
 
1
7
5
-
0
5
 包
含
層
陶
器

辛^
 

〔
7
9
〕

〔 5
7
〕
3
3
 
や
や
密

淡
黄
5
Y
8
/
3

オ
リ
ー
ブ
黄
7
5
Y
6
/
3
 

10
0 

ス
ス
付
着

5
5
9
 
1
1
3
-
0
8
 包
含
層
陶
器

土
瓶
の
蓋

〔
1
2
3
〕
〔
1
0
0
)
2
 7
 
密

灰
白
7
5
Y
8
/
2
 

灰
白
l
O
Y
B
/
2

信
楽

5
6
0
 0
6
8
-
0
6
 包
含
層
陶
器

丸
院

(8
 8
)
 
(3
 7
) 

5
9
 
密吾
(
-
1
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

透
明

瀬
戸

56
1 
1
7
7
-
0
2
 包
含
層
陶
器

丸
院

8
8
 

4
2
 
6
2
 

灰
7
5
Y
8
/
 I
 

灰
7
5
Y
7
 /
2
 

ほ
ぽ
10
0

5
6
2
 
1
1
6
-
0
6
 包
含
層
陶
器

丸
院

9
 7
 

4
 1
 
6
0
 
賢

灰
白
l
O
Y
B
/
1

灰
白
7
5
Y
7
 /
2
 

65
 

瀬
戸
つ

I
S
C
後

胎
土
に
気
泡
を
含
む

5
6
3
 
1
7
3
-
0
1
 包
含
層
陶
器

丸
院

9
6
 

4
3
 
5
8
 

灰
白
2
5
Y
8
/
1
 

灰
白
5
Y
8
/
2

ほ
ぽ
10
0

5
6
4
 
1
1
6
-
0
2
 包
含
層
陶
器

丸
院

9
 7
 

4
0
 
6
0
 
緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

暗
赤
褐
5
Y
R
3
/
6

75
 

瀬
戸
美
濃
1
8
C
 

鉄
釉

5
6
5
 
1
1
2
-
0
5
 包
含
層
陶
器

丸
碇

9
3
 

4.
0 

5
 1
 
並

灰
白
I
O
Y
B
/
1

明
緑
灰
7
5
G
Y
8
/
1
 

瀬
戸

5
6
6
 
1
0
5
-
0
1
 包
含
層
翡

院
(
1
1
0
)
 
(5
0)
 
4
3
 
や
や
粗

淡
黄
2
5
Y
8
/
4
 

30
 

5
6
7
 
1
1
2
-
0
6
 包
含
層

丸
碇

8
6
 

3
 8
 
5
 1
 
密

灰
白
7
5
Y
8
/
l
 

明
緑
灰
I
O
G
Y
S
/
1

遵九
F州コ
（
現
川
系
）

5
6
8
 
1
7
5
-
0
4
 包
含
層
陶
器

囲広
毛
目
碗

9
9
 

3
 6
 
5
3
 
や
や
密

橙
2
5
Y
R
6
/
6
 

灰
褐
5
Y
R
6
/
2

65
 

5
6
9
 
1
1
5
-
0
2
 包
含
層
陶
器

東
椀

6
6
 

や
や
粗

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

透
明
か
灰
白
7
5
Y
8
/
2
 

底
部
10
0
腰
部
65

瀬
戸
登
vm

胎
土
に
小
気
泡
を
多
く
含
む

5
7
0
 
1
1
3
-
0
6
 包
含
層
陶
器

広
東
院

11
 
7
 

6
8
 
6
2
 
密

白
に
近
い
灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

釉
透
明

ロ
縁
部
2
0
嵩
台
部
6
0

全透
付
淡
い
藍
青

登
I
X

57
1 
1
1
5
-
0
3
 包
含
層
陶
器

広
東
椀

10
 4
 

4
9
 
5
 6
 
や
や
粗

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

明
か
灰
白
7
5
Y
8
/
2
 

瀬
戸
登
X

5
7
2
 
1
1
1
-
0
3
 包
含
層
陶
器

望院
反
院

8
5
 

3
2
 
5
0
 
密

灰
白
S
Y
S
/
2

灰
白
2
5
G
Y
8
/
1
 

信
楽
？

5
7
3
 
1
5
9
-
0
6
 包
含
層
陶
器

5.
0 

や
や
密

明
緑
灰
7
5
G
Y
8
/
1
 

極
暗
赤
褐
5
Y
R
2
/
4

忘
台
部
1
0
0

忘
台
底
部
に
［
古
山
Jの
銘
3
ヶ
所
有
銭
釉

5
7
4
 
1
1
6
-
0
1
 包
含
層
陶
器

染
付
箱
形
湯
呑

6
5
 

2
 7
 
5
 1
 
緻
密

オ
リ
ー
プ
灰
7
5
G
Y
6
/
1
 

や
や
灰
色
を
帯
び
た
透
明

ほ
ぽ
1
0
0

信
楽
つ

1
9
C
前

呉
須
絵
の
文

5
7
5
 
1
1
0
-
0
1
 包
含
層
陶
器

染
付
箱
形
湯
呑

6
2
 

3
 1
 
5
5
 
緻
密

灰
白
I
O
Y
7
/
1

釉
灰
白
7
5
Y
7
/
1
 

口
縁
部
一
部
欠

美
濃
太
白
手
1
9
C
前

全極
付
藍
青

5
7
6
 
1
7
3
-
0
3
 包
含
層
陶
器
請

5
4
 

3
8
 
3
9
 
や
や
密
（
砂
粒
少
含
）

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

堕責
赤
褐
5
Y
R
8
/
3

10
0 

5
7
7
 
1
7
4
-
0
6
 包
含
層
陶
器

5
9
 

4
4
 
5
0
 
や
や
粗
吾
(
-
I
m
m
砂
粒
含
）

灰
白
7
5
Y
R

暗
褐
5
Y
R
3
/
4

ほ
ぽ
10
0

鉄
釉

5
7
8
 
1
5
9
-
0
5
 包
含
層
陶
器

仏
飯
具

4
0
 

や
や

明
緑
灰
7
5
G
Y
8
/
 1
 

暗
灰
I
O
B
G
4
/
I

脚
部
10
0

5
7
9
 
1
1
1
-
0
6
 包
含
層
陶
器

仏
飯
具

6
5
 

3
 7
 
6
0
 
緻
密

白
に
近
い
灰
白
I
O
Y
B
/
1

釉
灰
白
に
藍
近
青
い
透
明

染
付
淡
い

5
8
0
 
1
7
4
-
0
9
 包
含
層
陶
器

髯
た
ら
い

(
1
2
 3)
 

12
 8
 
3
4
 
や
や
密

灰
白
7
5
Y
7
/
1

灰
オ
リ
ー
ブ
7
5
Y
5
/
2
 

ロ
縁
部
5
0
欠

58
1 
1
0
3
-
0
1
 包
含
層
陶
器

行
平
鍋

19
 8
 

(1
2 
3)
密

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

淡
黄
5
Y
8
/
4

15
 

信
楽
？

5
8
2
 
1

1
4

~
0

2
 包
含
層
陶
器

香
炉
つ

13
 7
 

密忌
-
I
m
m
砂
粒
長
石
含
）

灰
白
2
S
Y
B
/
2
 

灰
褐
7
5
Y
R
4
/
2
 

3
0
 

登
1]

サ
ヤ
の
代
わ
り
に
使
用
さ
れ
る
-
と
も
有
口
縁
歪
大

5
8
3
 
1
1
3
-
0
7
 包
含
層
陶
器

香
炉

6
5
 

灰
7
5
Y
6
/
1
 

灰
オ
リ
ー
プ
7
5
Y
5
/
3
 

登
田

5
8
4
 
7
 7
3

~
0

5
 包
含
層
陶
器

院
(1
1 
8
)
 
6
0
 
8
4
 
密

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

浅
黄
7
5
Y
7
 /3
 

忘
台
部
10
0
口
縁
部
小
片

見
込
み
部
に
菫
ね
慌
き
痕
有
底
部
に
「
北
」
つ
「
能
J
つ
の
墨
書

5
8
5
 
1
1
1
-
0
2
 包
含
層
陶
器

御
神
酒
徳
利

1
 
8
 

3
4
 
7
 1
 
緻
密

灰
白
5
Y
8
/
2

釉
灰
白
10
Y8
.1
1

10
0 

染
付
藍
青

第
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図
版
登
録
番
号
遺
揖
区
分

器
種

法
置

(
c
m
)
 

胎
土

色
調

残
存
度
（
％
）

産
地
年
代

偏
考

番
号

口
径

底
径

器
忘

素
地

釉
5
8
6
 
1
7
8
-
0
3
 包
含
層
陶
器

徳
利

5
4
 

や
や
密

淡
黄
5
Y
8
/
3

青
5
0
 

5
8
7
 
1
7
6
-
0
1
 包
含
層
陶
器

孟
付
壷
？

10
 4
 
6
5
 
9
5
 
密

淡
黄
2
5
Y
R
8
/
3
 

暗
赤
5
Y
R
3
/
3

口
緑
部
一
部
欠

ス
ス
付
着
一
又
ト
チ
ン
痕

5
8
8
 0
9
1
-
0
1
 包
含
層
陶
器

鉢
(1
6 
7)
 

8
2
 
10
 I
密

灰
白
1
0
Y
R
8
/
I
 

灰
白
5
G
Y
8
/
1

底
部
10
0

信
楽

1
9
C
つ

内
面
底
部
に
6
ヶ
所
ト
チ
ン
痕

5
8
9
 
1
0
7
-
0
5
 包
含
層
磁
器

皿
10
 4
 
5.
0 

2
5
 
緻
密

白
N
9
/
0

明
緑
灰
1
0
G
Y
7
/
1

9
0
 

5
9
0
 
1
1
2
-
0
1
 包
含
層
磁
器

小
皿

10
 4
 
6
 1
 
2
2
 
緻
密

灰
白
l
O
Y
B
/
1

釉
白
に
近
い
透
明

口
縁
部
一
部
欠

染晉
付
淡
青

59
1 

1
7

8
~

0
1

 包
含
層
磁
器

染
付
皿

13
 8
 
6
6
 
3
 7
 
密

明
緑
5
G
7
/
1

黒
I
O
B
G
2
/
I

10
0 

修
復
痕
有
（
ガ
フ
ス
質
の
も
の
て
接
合
）

5
9
2
 
1
1
7
-
0
2
 包
含
層
磁
器

院
12
.0
 

5
 I
 
6
4
 

灰
白
N
B
/
1

釉
明
緑
青
灰
5
G
7
/
1

染
付
灰

50
 

5
9
3
 
1
1
1
-
0
4
 包
含
層
磁
器

院
9
 7
 

3
5
 
5
4
 
緻
密

灰
白
N
B
/
0

釉
透
明

9
0
 

肥
前

「
く
ら
わ
ん
か
手
」

染
付
藍
青

5
9
4
 0
9
5
-
0
5
 包
含
層
磁
器

院
3
6
 

緻
密

灰
白
N
9
/
I

釉
透
明

肥
前
（
波
佐
見
）

「
く
ら
わ
ん
か
手
」

染
付
淡
青

5
9
5
 
1
5
9
-
0
3
 包
含
層
磁
器

院
(
9
 7)
 
(5
 0
) 

5
3
 
や
や
密

灰
白
1
0
Y
7
/
1

暗
灰
N
3
/
0

25
 

肥
月
IJ
(
波
佐
見
）

「
く
ら
わ
ん
か
手
」

5
9
6
 
1
0
9
-
0
1
 包
含
層
磁
器

小
瓶

2
0
 

4
0
 
8
2
 
緻
密

灰
白
5
Y
8
/
2

釉
灰
白
IO
Y7
/1

10
0 

肥
前

染
付
青
黒
1
0
B
G
2
/
1

5
9
7
 
1
1
1
-
0
5
 包
含
層
磁
器

広
東
院
の
蓋

9
5
 

4
8
 
2
9
 
緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

釉
灰
白
に
近
い
透
明

5
0
 

染
付
淡
い
藍
青

5
9
8
 
1

1
2

~
0

2
 包
含
層
磁
器

広
東
院
の
蓋

9
0
 

3
6
 
3
 1
 
緻
密

灰
白
l
O
Y
S
/
1

釉
明
淡
緑
青
灰
1
0
G
Y
8
/
1

染
付

5
0
 

5
9
9
 
1
1
0
-
0
6
 包
含
層
磁
器

紅
皿

4
5
 

1
 
4
 
1
 
5
 
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

白
6
0
0
 
1
1
1
-
0
1
 包
含
層
磁
器

小
硯

5.
4 

2
3
 
3
0
 
腎

灰
白
1
0
Y
8
/
1

10
0 

60
1 
1
7
4
-
0
8
 包
含
層
磁
器

花
瓶

4
6
 

明
緑
1
0
G
Y
8
/
1

口
縁
部
欠

6
0
2
 
1
1
2
-
0
4
 包
含
層
磁
器

端
反
小
碇

6
7
 

2
6
 
3
5
 
緻
密

白
釉
透
明

染
付
淡
青

6
0
3
 
7
 5
9

~
0

2
 包
含
層
磁
器

盃
6
4
 

2
4
 
並

灰
白
N
/
8

ほ
ぽ
10
0

6
0
4
 
1
7
4
-
0
5
 包
含
層
磁
器

碗
3
6
 

密
灰
白
7
5
Y
7
/
1

青
黒
5
B
2
/
1

忘
台
5
0

6
0
5
 
1
0
0
-
0
2
 包
含
層
磁
器

広
東
院

10
 I
 
5
4
 
5
8
 
緻
密

白
N
9
/
1

釉
染
付
透
淡
明青

70
 

登
IX

6
0
6
 
1
1
1
-
0
7
 包
含
層
磁
器

広
東
院

11
.0
 

5
4
 
6
3
 
緻
密

白
に
近
い
灰
白
IO
YS
/1

釉
透
明

5
0
 

染
付
藍
青

6
0
7
 
1
1
4
-
0
1
 包
含
層
磁
器

端
反
小
院

9
 1
 

3
 7
 
4
6
 
緻
密

灰
白
7
S
Y
S
/
I
 

釉
染
付
透
淡
明青

口
縁
部
一
部
欠

瀬
戸
美
濃

苺
末
明
治

6
2
 

6
0
8
 
1
0
9
-
0
4
 包
含
層
磁
器

端
反
碗

1
0
 7
 
4
2
 
5
9
 
緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
l
 

釉
染
付
透青
明

10
0 

瀬
戸

6
0
9
 
1
1
5
-
0
1
 包
含
層
磁
器

端
反
院

11
 8
 

4
6
 
5
2
 
緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

釉染
釉付
透
透
≫
淡
明明育

70
 

肥
前

苺
末
明
治

見
込
み
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
印
判
蛇
の
目
釉
ハ
ギ

6
1
0
 
1
0
9
-
0
3
 包
含
層
磁
器

堵
反
院

11
 2
 

3
9
 
6
 1
 
緻
密

灰
白
7
5
Y
8
/
1
 

口
縁
部
一
部
欠

瀬
戸

修
復
痕
明
瞭

61
 
I
 1
1
2
-
0
3
 包
含
層
磁
器

端
反
院
の
蓋

9
5
 

3
5
 
2
 7
 
緻
密

白

畠
付

口
縁
部
一
部
欠

瀬
戸

染
付

6
1
2
 1
0
0
-
0
3
 包
含
置層
磁
器

端
反
院

(1
1 
3
)
 

4
0
 
6
5
 
闘

灰
白
N
B
/
1

＇
明

4
0
 

瀬
戸

幕
末

登
x

6
1
3
 
1
7
0
-
0
1
 包
含
磁
器

碗
9.
4 

3
4
 
5
3
 

白
N
9
/
0

75
 

6
1
4
 
1
1
0
-
0
3
 包
含
層
磁
器

端
反
硯

12
 8
 

5
 I
 
6
8
 
緻
密

灰
白
1
0
Y
8
/
1

釉
染
付
透青
明

50
 

瀬
戸

6
1
5
 
1
2
2
-
0
3
 包
含
否
層

円
形
加
工
翌
製
品
（
山
茶
椀
）

7
9
 

75
 0
 

芭底
台
部
利
用

6
1
6
 
1

2
6

~
0

2
 包
層

円
形
加
工
品
（
山
皿
）

5
9
 

31
 
8
 

部
到
部
用

6
1
7
 
1
7
5
-
0
2
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
広
こ
ね
東
鉢
碗
）
）
 
最
大
径
4
9

橙
2
5
Y
R
6
/
6
 

口
縁
利
用

6
1
8
 
1
2
1
-
0
1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（

7
3
 

98
 5
 

嵩
台
部
利
用

6
1
9
 
1

2
6

~
0

1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
塁
碗
）
 

6
 7
 

4
9
 9
 

常
滑

体
高
部
台
利
部
用利
用

6
2
0
 
1
7
5
-
0
1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
）
 
最
大
径
5
5

オ
リ
ー
ブ
灰
I
O
Y
5
/
2

62
1 
1
6
0
-
0
1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品

贔
大
径
1
0
7
 

や
や
粗

灰
白
7
5
Y
8
/
 I
 

表
赤暗
黒赤
1
0
R
2
/
1
 

鉄
錆
釉
三
又
ト
チ
ン
痕
底
部
利
用

翌灰
1
 
0
 R
 3
 /
 6
 

6
2
2
 
1

7
3

~
0

9
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
皿
）

7
 5
 

灰
白
2
S
Y
B
/
2
 

白
S
G
Y
S
/
1

苔＇，
 

台
部
利
用
底
部
に
墨
書

62
3 
1
2
4
-
0
8
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
丸
院
）

5
5
 

3
0
 0
 

台
部
利
用

6
2
4
 
1
2
4
-
0
1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
丸
院
）

5
3
 

34
 2
 

台
部
利
用

6
2
5
 
1
2
5
-
0
1
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
翌
製
品
（
丸
院
）

5
5
 

35
 4
 

瀬
戸

台
部
利
用

6
2
6
 
1
2
4
-
0
6
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
品
（
院
）

5
6
 

2
9
 6
 

台
部
利
用

6
2
7
 
1
2
4
-
0
2
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
丸
硯
）

5
4
 

32
 0
 

台
部
利
用

6
2
8
 
1
2
4
-
0
4
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
丸
院
）

5
5
 

3
9
 4
 

台
部
利
用

6
2
9
 
1

2
6

~
1

0
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
翌
製
品
（
甕
）

2
5
 

6
5
 

体
部
利
用

6
3
0
 
1
2
6
-
0
6
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
品
（
不
明
）

2
8
 

3
5
 

住苔盈員
部
台
且
部
用利
用
飲
籍

63
1 
1
7
3
-
0
6
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
院
）

最
大
径
5
I
 

灰
白
2
5
Y
8
/
2
 

極
暗
赤
褐
1
0
R
2
/
1

6
3
2
 
1
2
5
-
0
2
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
翌
製
品
（
天
目
茶
碗
）
4
4
 

2
6
 5
 

瀬
戸

台
部
利
用

6
3
3
 
1
2
6
-
0
5
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
品
（
丸
院
）

4
 7
 

16
 9
 

瀬
戸

台
塑
部
利
用

6
3
4
 
1
2
3
-
0
8
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
丸
院
）

4
 7
 

2
0
 0
 

台
利
用

6
3
5
 
1

7
5

~
0

3
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
院
）

最
大
径
4
3

浅
黄
2
5
Y
7
/
4

台
部
利
用

6
3
6
 
1

7
3

~
0

7
 包
含
層
陶
器

I円
形
加
工
製
品
（
皿
）

最
大
径
4
9

に
ぷ
い
橙
7
5
Y
R
6
/
4
 

黒
I
O
Y
R
2
/
1

底西忘
部
部利
用
鉄
釉

6
3
7
 
1
2
4
-
0
7
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
碗
）

5
 1
 

25
 4
 

台
利
用

6
3
8
 
1

2
3

~
1

0
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
小
院
）

3
0
 

16
 1
 

台
部
利
用

6
3
9
 
1
2
6
-
0
7
 包
含
層
陶
器

円
形
加
工
製
品
（
鉢
）
つ

3
 1
 

7
 I
 

瀬
戸

ロ
縁
部
利
用
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図
版
登
註
番
号
遺
情
区
分

器
種

法
呈

(
c
m
)
 

胎
土

色
隣

残
存
度
（
％
）

産
地
年
代

傭
考

番
号

ロ
径

底
径

器
忘

素
地

釉
6
4
0
 
1

2
7

~
0

4
 包
含
層
磁
器

円
形
加
工
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